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調樺太麗服麹系昆掻類の 研究

畳山桑

五〉岡〈錆

W陶，、，、内

A CONTRIBUTION TO THE KNOWLEDGE OF THE 

NEUROPTEROUS INSECTS OF SOUTH SAOHALIEN. 

BY 

SATORU KuwAYAMA. 

(Withメ四 textfigures) 

一一、－一一、，、~、J、、J、J、d、ーへ－－－－－－－－－－~、，、ι，ーー、

商 樺 太の昆轟相に就ては未 fご闇明せられざる蕗頗る多｛、

特に誌に報告せんとする脈麹系昆蕗類に闘する吾人の知見の

如きも亦極めて僅少なり。則ち、著者寡聞にして、唯僅かに

松村教授（19) 1）がその著“樺太産見識研究第一” lこ於て十三種

を接表せられ！？ζ；る芝、西班牙なる L NAVAS教授（39）が一種を報

告せる 1芝、並に三宅、岡本雨博士、中原ドクト JV等がその著書

中 l二分布の陵に知られたる種に就き論議せられしごの外、他

に何等の研究報告あるを知らす、。きれば著者は同地 l二於ける

賑麹系昆畠相を調査するこごの興味砂からざるべきを信じ、

研究材料を得んごして、大正八年井津英二氏が樺太視察を試

みられたる際標本の採集を依頼せるに、氏は専門外にして而

かも短時日の族行なりしにも拘らすも、特に貴重なる時聞を割

きて多数の採集品を鷲らーされたり。然れずもその多〈は鞘、麹

類並に蝶類 にし て、 服麹 類は 極めて少｛、而もそは何れも分

布の低に知られたるもののみなりき。越へて大正十年八月下

人名の後に犯せる括弧内のs数字は拳考文献目録の香績を示す。

fTrans. of Sappoi::o Natural 目白toryS田.Vol. IXi Part x. 1924・］

. x) 
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句より九月上旬に捗り、著者は官命を帯びて偶々同地に費生

猶慨を極めた る怯知樹惨害調査のため渡樺するの機ゐりしを

以て、大なる期待を書きつつ同地に至りぬ。然るに時盛夏を

過ぎ院に採集の遁期にあらさ。り L~、．用務の鋳め勿々の放行

なりしごに由り、脈麹系昆轟類は僅かに一二種を獲たるに過

ぎぎり注。而かも営時同地は院に天寒ぐして寓物秋色を帯び、

一般見掻類は殆ざ影を潜め、札幌附近の聯想を以て至れる著

者の眼には、その想像に反する寂英吉見最類の活動期間の甚

Tご短きさに、寧ろ異様の戚を懐かしめたりしなれか（て著

者は年来の希望を達成し得ぎり ιしに、恰も大正十一年七八月

江崎悌三氏は南樺太昆掻相調査の鋳渡樺、各地を政捗して多

数の研究材料を獲られ、その内服麹系昆最類は総て著者じ窓

典して以てその研究を蝿せらる。就て見るに新種さ認むべき

ものなしさ雄、未 1：・同地に分布の知られ 5 りしもの若〈は本

多！）に未詑録なるもの砂なからす、0 兎に鹿野忠雄氏も同年渡樺

し、その際得られたる一二の採品を寄港せられたり。乃ち、既

知の事賞ご之れら数回に〕亘りて得たる標本の研究を基礎ごし

て、主主にーの synopsisを編し、以で将来の研究に資せんざす。

本文に載する慮素より同地のものを網羅せ bご稽すべから令。

勝来向多数の殺児せらるるものゐるをf言今、るを以て、科叉は

属の検索 表の如きは未 1：・南樺太に知られぎるもの吉雄、成る

可〈本邦産のものを網羅せんこさに努め？とり。尚二三本邦産

服趨系昆掻類研究上注意すぺき勲も虞々に附記するこささせ

り。著者が設に服趨系昆品類の名の下に取扱ひしは、虞趨目

(Megaloptera），脈麹目（Planipennia），長麹目（Mecoptera），及毛麹目（Tri~

choptera）の四自にして、遁許十一科十七麗二十五種を含む。

これ等は何れも昆轟地理事上興味深きものにして、南樺太の

見農相は、北海道の夫れよりも更に一層、西比利亜系統に接

近せるを見る。 この分布に闘しては他日の機曾に於て論究せ

んこさを期す。

本文を草するに常ち、貴重なる標本を寄興せられたる前

記、江崎悌三、井津英二並に鹿野忠雄の三氏に探厚なる謝意を

表す。叉著者が脹麹系昆品類研究上常に激励ご助言ごを典へ
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られ、且標本の検索己顕書関東の自由を典へられたる、思師

膿重量串博士松村教授、識に岡本農串博士に卦し、衷心、の戚謝

を捧〈’o 荷一二圃書の借用を快諾せられたる矢野理串土に謝

しても、同様講t；意を表すO

国＠彼察署提

ai普遁、前後麹その形献を異にし、後麹は庚〈して、その内線野は静止の

際縦昼し得ぺし。麹特に前趨は細宅若〈は細鱗を以て多少密に覆は

る。縦~多〈して、横服少なし。麹を屋草寺駅に昼みて静止す。口器不完会

にして岨．鴫に遜せず0・・H ・H ・－…...・H ・－…....・H ・...・H ・.....・H ・......毛週目 Trichoptera

a2 普組、前後麹形獄の差異甚だしからず。後麹に内縁野を有するもの少

なしo麹は裸麹、制毛を有するととあるも、乙は麹脈叉は麹縁に限らる。

口器完全して岨鴨に過す。

bt頭部扇平にして、前口式（prognathertyp吋な明。麹は脈精密ならず。後麹に内

縁野・を有するものあり。趨を屋殺扶に昼みて静止す0・・

......姐回 llegalopter・
b2頭 部 は 精 椅倒まま形に近し下ロ式（hyp勾nathertype）なれ E も、口部の突出

著しからずo麹は縦脹横脈共に多〈、鈴に網目般をなすとと多し。麹を

屋耕依に昼みて静止す0 ・・H・H・...・H・－－－…...・H・....・H・....・H・H・·•民麹関 Pla.nipennia
b3頭部 は 稀 楕闘球形なるも、口部、ま著し〈延長して口吻朕．をなし、その

先端に口穏を具ふム下口式。麹は縦脈多数にして横脈少なし。静止の際

鶏をとド関して時水平に保つ0 ・……...・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・－・..廼目 llecoptera..

膚麹目

MEO~LOPTfRA 

本目はニ科を含む。共に樺太産種を有す。

科の強 豪 .

ai前胸は甚だ長〈、他の胸環衡を合したるものより慈に長し。雌は産卵

管を有すo麹小にして麹官民多か九ず。絵紋め A境界、明t瞭なりo’I、形乃至中

形種。幼 虫 は 陸棲 な り。・・・・・・勺・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・勝股畠科 Raphididae

旬前胸は鐸 tして他の胸環節と等長なるか、又は僅に長し。維は産卵管

を有ナ。る ζ？となし己麹は犬にして脈和論容。縁紋の境界明かならずo中

形乃至大軍 事 の 種 類 を 合 む9幼l識は水棲な唱。...・ H ・－－－－・・・・蛇蛾！＊科 S凶id舗
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蛇 靖 蛤 科 ・Fam. ,Sialidae 

K. C.DAVIS氏（5）は本科をこ亜科に分類すo こは w.H. VAN 

-DER WEELE氏（68}f H. CoMSTOCK氏（4）も既に承認せる慮なり。何

れも比較的原始的の形態を具ふ。

亙科の槍豪農

ai車限三個を有ナ。第四蹴節は簡単ににして分裂せずo大形乃至中形種

を合む。・…H ・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・－…・・H ・H ・.....・H ・－－蛇崎聡軍科 Corydalinae

a2 寧限を依〈。第四樹節は明らかに 二 裂 せ り 。 積 小 形 種 ， を 合 む 0・・・

．セシプリ亙相 Sialidlnae

蛇晴蛤 E 科 Subfam. Corydalin鵠

未 Tご南樺太に本亜科の昆議の産するを知ら十。本亜科は

従来奮北洲に知られたりさ雄、そは比較的温暖なる地方に限

られ、西比利亜にも分布せるの報告なし。きれば般令本邦に

普通なるへピトシポ Protohermesgranぬ THUNBERGが北、北海道に

迄分布せりさ雄、恐らぐ同地には産するこごなかるぺきかを

想像せらる。然れざも持来本亜科昆最の南樺太に於りる産否

を確讃せんニごは昆議地理皐上興味ゐる一命題たるべ L0 

セシ？リ E 科 Subfam. Sialidinae・

奮北洲産4の本亜科は唯衣のー属のあるのみ。

セ シ？リ属

Genus Sialis LATREILLE ( 1803) 

1. セシ？リ

SiαUs sibi1•icαMACLACHLAN (Fig.・I)

（第一岡〉

Sia/is n・＇birica•MACLACHLAN; Ann. Soc. Ent. Belg., XV, p・55,pl. I fig. IO (1872)': DAVIS；霊ul.

N. Y. State Mus., LXVIII, p・452(1903): VAN DER WEELE; Coll.品。.1.Edm. Sely冨 Longs.,

V, p. 82，五g.65, 66 (1910): NAvAs; 'Revue Russe d’Entom., XII, p・421(1912）・

Sia/is R・＇biric附 FMATSUMURA; Thous. Ins. Jap. （日本千轟岡解！）， I, p. 154, pl. X fig. 6 (1卯 4)
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なし、淡褐、軟質。第九節背板には兎にご個の生殖肢（gonopoda)

を有す。こは側面より克るさきは視棒肢をなし、韓吉岡色な

り。第七節 腹 板 の 後 縁 中 央 にはーの窪部を有すO

意地
中野 I宇 14/VII 1919 井津英二氏採（液浸）勾

豊 原 2♀I 1' I 3/VU 1942 江崎悌三氏採（液漬）

小沼 Iす 24/YII 1922 江崎悌三氏採（液漬）

落合（GalKinowroskoe)（壕松村教授）， Tshaivinskqja （接NAvAs 敬授）

ー分布 ！樺太、北海道。西比利亜。

一般にセンア 9属の秘的医J}tjは主ごして生殖器の形態事

的差異に擦るを安全ごすぺ〈、これが研究には酒精浸標本を

用切るを宜向しごす。色彩の如きは各種略同様にして、同一種

tこありても個臨によ b又洞化常時記時日を経過せるものごに

よりて濃淡可成りの相違を見るこごあり。 ニの勲に闘しては

舵に中原ドクト JV( 2 7）も注意せられたる蕗なりごす。抑も南

樺 太産のセンプ Yに就きでは、一九一一年松村教授（l 9）は同

地産の♀一頭に就き研究して北海道産のものご同→ごなし、

S. frequensの名を輿へられ、翌一九一二年 NAVAS教授（39）は DER-

13EK氏の・符たる樺太産のものに針しS.sibirica ~ 同定せり。 きれ

ば爾来同地には二種のセンプ Yを産すご知られたるも、こは

果して別種なりや否や、知るに由な（して今日に至れり。然

b而して、今回著者は新鮮なる南樺太産のものを得て、生殖

器の構造を精検し、これを VANDERWEELE氏（68）の記載ご詳密

なる圃ごに封照せるに、般令MACLAClILAN氏の原詑載を直接参照

せ今吉量産、明らかに著者の検せしものは諸 -C ~＇＂＇， sz；ん~rica なるこ

ごを知れ bO 更に著者が札幌に得て S./reタuens·~ 認め？とる酒精
浸標本を再検！せるに、 これ亦会（・生殖器の構造のみならや、

その他の髄躯の形態に於ても、 VANDER WEELE 氏の遮ぺたる s.

3均・l'tca 仁一致せるを見たり O 随ひて従来慣用せられし S.・jre-

quens は遺械乍ら S.sibirz・caの同物異名ごなさざるを得十。従来

の本種生殖器に慨する寵載は何れも簡なりご雄、向旦著者の

2） 「液浸」とは酒精浸標本の謂な明よ乾図」と認すときは乾周標本な
るととを指示ナ。本文申書者で準之。
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この同定に望号 L裏書せる？の蔵ありふ－J{gち中原 1t.グ，ト JV(3 3）、が

S.fre伊 ：ensの ventralabdominal appendages ・of inale芯しτ描きたるもの

は本種の下位生殖器附属物の形態に益〈一致し、、夏 lユ悶；本博

士（46）カ空“DieAbdominal討pitzedes ・M:annchens mit zwei klein附 i,kurzen司 Ao-

hiingen, welche, Von der Seiteιgesehen, B一fるrinigsind.”さし、松村教授

(19）が“Abdomendunkelbraun, an der Spitze be加 すmit2 rundlichen blci:ttar-

tigen gegen an einander stossenden Anhangen”芭記されたる記載る亦、

本種の夫れを指示せられたるものなりさ信令。就中、岡本博

士が附属物を小且短させられ-tz.るは、一見上遣の著者の詑載

芭異るに似たれざも、こは比較的の言葉にして、同博士が営

時乾回標本にl よりて研究せられたるが魚、かぐの如き p結果ま

なり？とるなるぺぐ、かの S.mz・tsukaslziiが阪に中原 1－・グトノv(3 3) 

の闘示せるが如ぐ短かき下位生殖器附属物を有せるに iも拘ら

今、岡本博士はその原詑載に ·•Ander Abdominalspitze des Martnchens 

ohne Anhange” k示されたるに徴するも明らカミなち 0 .＿・若し夫れ

「側面より見るさきはB形をなすJl!記されたるに至りては明ら

か、に本種のその特徴を示されたるものま云はぎるぺから子。

更に一言すべきは本種が商比利亜よら樺太を遁じ北海道

に迄分布せる仁も拘はらすも、未 fご本州に知られす怠、句叉本州産

のヤ？トセ y プ P S.；旬onz'cav. D. WEELE若（ ~ま Jネグロセンフ’ 9

s.例 itsuβαshi'OKAMOTO が北海道若〈はそtの以北の地に産する唱

芝なきは見掻地理皐上興味ある票占なり芯すO

騎舵轟科 Fam. Raphididae 

一入四三年、 G.T. SCHNEIDER氏（61）が本科を二麗に別つの

分類法を試みたる以来、 E.PETERSEN氏（55），岡本博士（22）等之れ

に従ふま雄、 L NAVAS 氏（41）最近の研究にあ bては、嘗て著者

(.1 o）が紹介せしニ tゐりしが如〈、本科を→の濁立せる目に

取扱ひ、 Rhaphidioptera芭なし、客従来属させる特徴を以て科の

3）最近 NAVAS教授（42）が著者の皇室致せる東京及札幌産の雨標本を同一種

と見倣し、 S.japonicaとなせるは、恐ら〈乾悶標本特に雌なりしに同る設なる

べ〈、札幌産のものは S.sibiricaとなすを以て歪常とせん。
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夫，れさない以て向日をニ科四族十四属七十三種の多数を含

ましめたり。 ニの細岐？に捗る分類法は、果して従来のものに

比し正鵠なりや否や、又ーより以上便宜なりや否ゃに就きては、

向勝来研究の飴地ありご雄、車 眼 の 有 無 、 前 胸 の 構 造 若 し ぐ

は麹の扶態等は属の特徴ごなすよりも、寧ろ亜科若（は族の

債値ゐるべきを思はしむ。きれば今本科を取扱ふに嘗りでは、

便宜上検索表に示すが如（二亜科に別たんてす。

向、，本邦既知の本科は三種にして、 キスヂラクダムジ

.f?q./ihidi, ,Jal情。ndiNAvAs は本州に、タイヲンラクダムシ R.for-

mosana OKAMOTO は牽穏に、ラクダムジ Inocelf.匂 crassicornisScHUMMEL 

は本州、四囲九州及朝鮮に分布せりご雄、本州産の何れにあ

りても著者の知る範園に於て 、その採集の北限界は閥東地方

（東京、日光）にして、未だ東北地方及北海道に於て之れを産す

るを知ら令。然るに今回江崎悌三氏の採集に由りて Raph幼：a,

Inoce，必・a雨属が共に、西比利亜吉岡じぐ南樺木：にも分布せるこ

さを知り得？とるは、特に興味深き慮させさe るべから令。随ひ

て北海道並に東北地方にも本科の昆蕗の分布せるこさを想像

するも、敢て無謀にはあらさずるぺぐ、今後特に此等の地方に

於 て 、 その確明を捉へんこさを必要事さなすべしO

翠科の検索表

a1皐限三仰を有ナ。概ね前胸背板は雨側延長して前胸板を覆点、。縁紋は

｝倒又は夫れ以上の横脈を有ナ0・・H ・H ・－……Ji.iE路震畠亙科 Raphidinae
a古車限を扶〈。前胸板はよ〈瀬はる 。稼紋内に横脈を扶（ 0・・H ・H ・

…・・路舵畠豆科 Inocellinae

轟正騎艶轟 E 科 Subfam. Raphidinae 

本邦にて本亜科に隷するもの唯次のー属ありて、南樺太

にはその一種を産す。

’B 
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ヲァフぉディ 7層

Genus R町，lti<l伽， 4) LINN立（1735)

2. キ 号 シ 号 タタムシ新総

RaJJhi<liα xanthostig制αSCHUMM~L (fig. II) 

〈第 国ヲ

Raphidia xanthostig胃ia'SCHUMMEL; Versuch Beschr. Schles. Art. Gatt. H.haphidia, p. 12，五g・2a, b. 

(1832）’： BURMEISTER; Handb. Ent., II, p・963(1839) : SCHNEIDER; Monogr. Rhaphid., p・71,

tab.町長g.ab (18~3): WA品開β草草川~碍l. Sv. Vet. Akadem. Handl., JX..,.8, p. 64 (11)70): 

事OS'IX阻； Neur.g,eJ'Ph fl・ ロt（基部声：｝: VAN DER WEELE ; Coll. Z0ol. EdJn. Se)_ys Lo耶.， V,p. 

88 {1910): PETKRSEN, ~牢n, In~づ cuv, p, 7 (1913) 

Rhaphidilla xm1thostigma NAvAs; Monogr. Ord. Rafidiop, p・5曇（1918)

頭部、倒卵形にして後方に向ひて細まり、雨側僅かに闇

弧をなす。黒色にして積金属性光揮を帯び、一面に細微の黙

剥を装ふ。複眼は稿突出し、暖色O 網角約三十三節、基節は長

大にして寅褐、 その基部に友白色環を廻らす。第二節稿太〈

して淡黄禍。第三節以後は略同大なるも末節に至るに随ひ少

し〈細小すO 一面に微毛を装ふ。第三節乃至第十節前後の聞

は梢寅褐色なれざも、ぞれより末節に至る問は禍色を呈し、

特に末節に至るに随ひその濃度を増すO 額片は黄禍色にして

左右に各一個の暗禍色瑳を有し、前線少しぐ友白を帯ぷ：。上

暦赤黄色なれざもその周閏淡色。大聴は赤色を呈するもその

末端は康（暗色を帯よ。雨髪暗褐色、特にその末節は濃色を

曇し、各節端は淡色なり O 下暦淡色O 頭頂に存する三個の車

眼は距離互に接近し、且謙育不完金にして明らかならす、0 特

lニ後方の二個は陥窪部内にゐりて明瞭を繰ぐ。後頭に存する

－.~溝は細 L0 

前胸背板は地色汚職補色にして，一面に黒補色の微毛を疎

生す。中央より稿前方に常 bーの境界ゐり τ、その前部は中

央 lこ細き地色の縦瑳と周園 2を残しτ廃〈黒褐色、、境界より

4) LINNE氏吋 .Baplddiaと記せるも、 B.URMEISTER氏は Rhσrphidiaと記ナ。爾後、皐

者によりてその採る庭問ーならず。例へば PιTERSEN氏は前者を採用する

も NAV郎 氏は後者に擦れるが如きとれなり。玉互には雨者を同ーと見倣し

て Raphid1・0 を周ゆることとせり。
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後 部 は 一面に濃黒褐色を呈し、之れに約三僚の地色の長斑を

現はすも、中央のもの短かしp 前胸叡は黒色を呈し、中央に

白色の大斑を捜す。中胸に於りる前 ~N 片、前楯板の杢部及び
楯柄の前竿は黄白色を呈し其の他の部分は黒色なり。後胸は

一様なる黒色を呈す。

麹、 透明にし τ少しぐ黄色を帯ぷ。 l眠は前麹に於て前線

服の全部、前縁横眠、直前縁！服、径版の基方少許の部分並に

内縁脈が黄色なる E、

後麹に於て麹．の基方三

分のーにある各脈の淡

黄色なるを除きでは全

部 暗褐色。雨麹に於け

る周縁には褐色の微毛

を稽密に生じ、麹脈上

には同色の微毛を疎生

す。 ffiij麹、前線横脈は
第二厨 Fig-.II 

七乃至八 個にして、縁 キ宅シラタ 1t'ムシ R.-xanthostigmσ 

紋は細長、二室より成 1・骨麹 .cl¥~. 六1 ． 唱

r wmf! 1muc且 enlar巳eell 

b、一色にして淡黄色、 2. 後麹イ岡〉 ~ , 
その分割臓は禍色ル呈 ・Hind wing (do・）

』 3. 頭 部 ； 及 前 胸 背 （:l(g 大〉

す。ニ径室、ー中室、 Head and p凶 ho叫（dorsalview, much en！時eu)

三後中室、二前肘室ゐ 原岡（original)

り。第二径窒は不正長六角形をなし、之れより二縁臓を放出

す。第一縁脈は二分校して叉肢をなし、第二繰！慨は三若〈は四

分枝す。 第 三 乃 至 第 六 縁 脈 迄皆叉肢をなす。第一、第二後中

室ご第一前肘室さの交勲（NAVAS氏の tiridi）は無色をなすO 後週、

前線横服七個。縁紋は前週？に於けるさ同様なれざも更に細長、

第二縁臓は三若ぐは四分枝し、第－－及第三乃至第六縁脈は叉

肢をなすO 其の他の脈相は略前麹さ同様なり。

脚、黄褐色なるも前基節の後宇及中後基節の全部は黒色O

轄節、前中腿節の外方及び後腿節の全部、各蹄節の末節及ぴ

爪 は暗褐色を帯 .ko

腹部、地色は黒色O 第一及第二節背板は黒褐色にして、
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他 節に比し稲淡い第二節にありでは中央に不明瞭なる淡色

の大瑳みり。 第 三 乃 至 第 八 節 は 略同様にして、背板の後縁及

雨側は頴薯 な る 淡 黄 白 色 を 呈 す 。向、各節背中央に黄色のー

縦僚を装ふも、 こは多〈の節に於て前繰に迄達せ’令。第八節

背板は他に比し短小な・り o 第一節腹板は一議なる黒患を呈す

るも、第二乃至第八節の夫れにありては、後縁並に雨側は明

瞭なる淡黄白色を帯~－。こは後簡に至るに随ひ濃色ごなる。

側膜は庚〈して暗紫色を帯び、一面に多数の細き黄白僚を有

す。気門黄白O 気門を通じて一の瀬 署 な る 黄 白 焼 ゐ り 。 第 九

節（生殖節）は膨大にして、後縁淡黄白色を呈し、背面に陪貰’

色の細きー縦僚を遁や。側片は大に し て 黄 白 色 を 呈 し 、 その

基方には庚〈黒禍瑳を装ふ。黒色の短毛を疎生すc

艦長 I I .0粍

嫡角長 3.0粍

前麹畏 8.5粍

前麹幅 2.5粍

後麹長 7.5粍

後麹幅 2.5粍

産地

小沼 I令 17 /VII 1922 江崎悌三氏採（液浸）

分布 樺 太O 西比利亜、全欧洲。

本種は全欧洲より西比利亜に渉りて弘〈分布せる種なる

が従来南樺太否本邦に未記録のものなりき。蕊 lこ南樺太に産

するこさを報告するさ共に、 その縁紋の黄色なるこごを表は

して、キモンラクダムジなる和名を新稽せり。 SCHN.EIDER氏の

記す彪に擦れば本種の幼識は慢暗褐色にして腹背に淡寅紋を

散在し、脚淡黄色、睡長一二粍内外、梨樹（砂ruscommu1出）の

樹皮下に接見し得べしさ云ふo' 

騎馳轟 E 科新稽 Subfam. Inocellinae 

本亜科に隷するものにして南樺太に産するものは次のー

属ー種なり。
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.f ~也可 7 麗

Genus Inocellilt Sc削 EIDER(1843) 

3. ラクダムシ

Ct InocelUαC1'll・SS'ico'l'tt:is (ScHOMMEl.) 

R.ph/dia口前sicornis'SCHUMMEL; Versuch Be>chr. Scl1ks. Art. G説t.Rhitphidia, p. 1・5, fig・4a, b, c 

(1832)'; BURMEISTER; Handb. Enf., II, p・96.,_(1839): RAMBUR; Hist. Nat.知11.,Nevrop., p. 

439 (1842) 

I11ocd!ia crassz・cormsSCHNEIDER; Monogr. Rhaphid., p. 89, tab. VII (1843): MACLACHLAN; Trans. 

Ent. Soc. Lond., 1875, p. 174 (1875): RosτOCK; Neur. germ., p. 114 (18b8): .MATSUMURA: 

Thous. Ins. Jap., I, p. 156, pl. X 五g.5 (i904): l¥fAtsvMvRA; ~yst. Ent., I, p. 167, fig.宮oj

(1907): VAN DER WEELE; Coll. Zool. Edm. Selys Longs., V, p. 88 (19ro): PETERSEN; Gen. 

Ins., CLIV, p. II ( 1913): OKAMOTO; Coll. Essays Nawa, p. 155, pl. V fig・zb, 2b,.6a-c (1917): 

NAVAS; Monogr. Ord. Rafidiop., p. 77 (1918): KDWAYAMA; Ins. World, XXIV, p・376(1920). 

産地

小沼 I♀ 17/VII 1922 江崎悌三氏探（液浸）

分布 樺太、本州、四閥、九州、朝鮮。珂比利豆、中央及

び北部！吹洲。

著者が検し？とる南樺太産のものはその標徴は殆ざ杢（岡．

本博士の詑載せられたる鼠に一致せるも、唯少しぐ大形なり 0. 

又 SCHNEIDER, NAvAs雨氏の詑事に封比するも彼我種を直別し得

イき何事の標徴の差異を見守。随ひて岡本博士が疑問させら

れたる本邦産のものさ欧洲産のものさが同一種芯りや否やに

就きでは遺憾乍ら未 7ご解決するニさを得令。ヌド種の幼虫：は蹴

剖iにありでは 1－・イツアカ？ツ （Pnussylvestris）の梯皮下じありさ

云ふ。南樺太にゐりでは恐らぐト 1－・マツ （Ab釘 spp.）或はエゾマ

ツ （Pi・ceaspp）の類の榔皮下に棲息せるにあら 5るなきか。

脈 趨 目

PLAN I PENN IA (NEUROPTERA, s. s.) 

本目に隷する昆識の分類は、広三狭種々の説ありて、未 1~ 一

般 r：承、認ぜらるる！起のもの芯し。一九 0七年‘栓村教授（18）は

虞義の！振趨目一一本文に於ける庚麹目ご脈麹目ごを合したる
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もの一一に於て邦産種を丸科に .S.:IJ'ttれ tt!>-O 然るに‘最謹一九

ー八年、 COMSTOCK.教授＇（ 4）は向ー意義なる臓麹自に於て世界に産

するものを二十科に直別す。 ニの後者会の分科法に擦れば、邦

産積はその十四科 lこ隷属す。 この内虞麹目に属するこ科を除

〈さきは、、本目は松村敬援に従＂＂＂＇ば七科、 COMSTOCK教授に従へ

ば十二科を敷ふ。この相違は従来姫婿蛤，科 Hemerobiidae並に草

鯖蛤科 Chrysopidae の内に含まれたるものの濁立に由るものに

して一一科の創設は譜てが COM"STOCK氏によ Bて行はれたるに

はゐらや一一ニの後者の識は現今比較的多ぐ採用せらるる蕗

なり。著者も亦便宜上ニの分類法に従ふぺし。唯、 COMSTOCK教

授が嫡晴蛤科より升離ぜる Sympherooiidae一一同氏のこの科に

含ましめたる麗にして本邦に産するものに、ごり，mpherobius,Notio-

biellaの二属あ lJ－ーは、前者濁立せる科さして取扱ふの要ゐ

bや否や、 Jf9Pか了解に苦む蕗なきにゐらす、o EsBEN PETERSEN 氏

の如きも、 COMSTOCK氏の前記研究さ同年に礎表せる濠洲産脹麹

類研究~）に於 τ、 Notiobiella 属は姫晴蛤科中に含ま L め fl lJ 。 き

れば著者も亦姑〈この繭者をば一群さ．なし置ぐぺし。又 Sisy-

lidae （水晴蛤科） ~ Berothidae （毛鯖蛤科）さは近時 COMSTOCK,PETER-

SEN，中原氏等が濁立せる二科さして承認せる蕗なれずも、著

者は亦姑〈雨者を合して Sisylidaeさない之れを Sisylinaeさ Be"'.'

rothinaeの二亜科ごなさんざす。きれば邦産の本目時尖の十科

に匡朋するこ tさを得ぺしO

科の横棄義

a1 前胸は lf1 後闘を台し 1~ るもの正奇襲要望警｛ I主炎れよ事長し。鵡鵬 r.t＼棒、

めて大とな習所謂捕獲肢を怒す。…...·・ H・－－…••＂－＇・－－－－擬雌蝉科盟組曲同a師、
邸前胸は中後胸を合したる長さよ P長からずo叉前肢は異常を曇せず。

bt 麹脈極め‘て少し麹は白勝l を以て覆はる…・・栂崎険料 Coniopterygidae

b1 麹脈多〈、麹は粉を以て覆はるることなし。

Ct 雄にありでは鯛角櫛歯献をなし、峰にありでは腹捕に長幸針 i妹 h

の産卵管を有ず….....・H ・...・V・.....・S・H ・.........・－－－・ω ・..... ,,. ....櫛指腸聖書科B蜘.rid脚

C2 鯛 角 櫛爾獄ならず、産卵管を辛苦すると主なし。

sl P. ESBEN-PETERSEN: Results of Dr. E. Mjoberg's Swecli'sh Scientific Expeditions to Au蜘 alia

. l9I0-19I3・x8.Neuroptera and Mecoptera: Arkiv. f. Zool., Bd. Xf' No. 26 pp. x-37, pl. 1.:.n1. 

．． 
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d1燭角は末端に至るに隠ひ漸次太まり所謂根棒欺をなナo短〈し

て 概 ね 前 麹 長 の 三 分 一 以 下なり0 ・…....・ H ・段踊齢科 Myrmeleonidae

d2鏑角は紙扶にして先端杓子般を墨ナ。長〈して前麹と等長、若： < 

は之れより健かに長きか或は僅かに短か L0 …－ 

…－－－…長角騎齢科 Ascalaphidae

ds鰯角 は 綜 般 若 く は 連 鎖 放 をなし、末端に至るに髄ひ細まるu

e1翠限を有ナ0 ........・ H ・－… H ・H ・－… H ・H ・......・ H ・－…鷹麹崎勝科 Osmylidae

e2 翠 r,rrを歓＜ 0 

f，麹透明にして概ね緑色を脅ぷ。麹の周縁に縁黙を倹〈。

gt 雨菱盟、多数の横服を有し、矯めに麹阪は網目紋を呈ナo麹核

調：と中央部とは明瞭に匝 }Jljせらる0・

…週目鯖齢科 Apochrysidae

g2雨麹の麹脈は遁例網 目朕を呈せずc麹縁部と中央部との

脹 相 の 境 界 明 ら か たちず0・……......・ H ・宮崎鈴科 Chrysopidae

f2麹令透明にして茨色、友緑色、褐色等の色彩を帯ぷo麹 の 周 縁

に於て麹脈問に日個宛 の裁黙を有ナ。

gt前麹、径分脈 b士一部事E服と合せるが ft5'！見 上 多 数 の 経 分

阪を有ナ。その数二乃至それ以上なりo横脈比較的多数な

り。…－－…－…....・ H ・－….....・H ・－…・・・…....・ H ・－姫輝総科 Hemerobiidae

g~ 前趨、径分脈は普通｝よ明成り、之れに数側の径分脈交を

有ナ。積脈極めて少なし。・・・・・・・・ H ・－－…・・・…・・水動車舎科 Sisylidae

姫購蛤科 Fam. Hemerobiidae 

本邦産の本科はさたの検索表に示す七属なるが、南樺太に

現 在 知 られたるものは、僅に Ninga,Micro-musの二属にして、各

一種を含む。然れ共 f長merobius,Eumicromus, Boriomyia, Dr，伊＇anグteryx

等の諸属は歓洲、西比利亜、若〈は北海道に弘ぐ分布せるも

のなればf 今後の精査に件ひ、或は同地に接見せられんこさ

を謙期するも難きにゐらさR らんか。

嵐の検索.

a1前麹の基部に再崎脈を有せず。

6） ミヤマ ヒメカゲロゥ Hemerobiushumuli LINNEは本邦に於ては北海選、本州

に 、 海外にあ習ては閏比利彊、欧洲及北豆米利加に渡し、z ゾチヤバネヒメ

カゲロウ Eumicromusangulatus STEPHENS t士本邦に於ては北海遣に、海外に

ありでは前者主同様西比利豆、欧洲及北豆E米利加に炭す。叉 Bur:"omyia

lateralis NAVAS は商比利亙に、エグ P 't: メカゲロウ Drepanepte’：yxphalaenoides 

LINNtは欧洲及北海道に産ナ。

骨
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b1 雨麹甚だ細長な明。径分娠は比較的少し爾趨共中服と肘脈と結合

せり0・・ H ・H ・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・－＊ゾバヒメZカゲロウ思 M:icromusRAMBUR 

b2 雨麹納長 な ら ずol歪分脈は比較的多し。中脈と肘脈は少〈も後麹に

於 て は 結合することな Lo・・

－チヤバネヒメカゲロウ属 EumicromusNAKAHARA 

as 前麹の基部に一再蹄脈を有し、こは 亜前縁脈ι共にーの濁立せる小

室を形成ナo

b1 前麹にニ 筏分脈を有 L、後麹に段筏脈を扶＜ 0 

C1 前麹に少〈も三備の横脈列を有ナ0・H ・H ・－－

－…ークロヒメ力ゲロウ鹿 SympherobiusBAN且S

C宮前麹 の横脈列は僅かにーなり 0 ・
ミドリヒメカゲロウ麗 NotiobiellaBANKs 

b2 前麹に三極分脈以上を有し、後麹に二段横 Ill正を 1rナ。

01 前遡 ll[分脈は五個以内なりc

di前麹に段横脈三速を有す。

02 

．マルバネヒメ宅ゲロウ麗 Ninga.NAvAs 

d宮 前趨に段横脈ニ惑を有ナ0・・・ヒメ 1Jゲロウ麗 HemerobiusLINN.~ 

前麹径 分 脈 は ー 0個以上な事0 ・…・ 、
－－…タピカタシヒメカ ゲ ロ ウ 麗 DrepanepteryxLEACH 

マルバ皐ヒメカゲロウ属
Genus l¥ringαNAvAs 7) 

1. マルバ尋ヒメ カゲ ロウ

..._"¥r:ingα dettoides (NAvλ弓）

•Megalo1nus de/toides NAvAs; Revue Russe d’Entorn., IX, p・397，五g.I (I9IO）’． 

λ1ingz.仰 deltoid.ιNAvAs;Revue Russe d’Entorn., XII, p・420(1912): NAKAHARA; Annot. Zool. 

Jap., IX, p・46(1915): NAKAHARA; Ent. Mag. c昆議第雑誌）， I, p. ro2 (1915）・

Ni1~伊 ddtozぬ NAKAHARA; Ins. World, XXIII, p. 137 (1919）・

産地

豊原（追分） I ♀ 16/VII 1922 江崎悌三氏採

小沼 I合 17/VII 1922 江崎悌三氏採

大泊、宮内問 2/6' 9-12/VIII 1922 江崎悌三氏採

分布 樺太、北海道、本州九商比利亜。

（液浸）

（液浸〉

（液浸〉

本種は南樺太には稀ならざ、るものの如しO 同地に於ける

分布は、本研究に於て初めて報告する蕗のものなり。

7) 本属名は中原ドクトル （37）の記する慮に従ふ。著者不幸にして未だ

NAVAS氏の本局に改名したる原著を 見 る こ と を 得 ず 。
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＊リバヒ＂拘ゲ a吻属

Genus JJJic1VJmua RAM戸UR(1842) 

2. ホリバヒメカゲロウ

Mic附 musnovitius NAvλs 

‘Micromus novit1・usNAvAs; Revue Russe d'Entom., IX, p・.397(1910）’： NARAfJ:ARA ,; Aiu10t Zool. 

Jap., IX, p・35,pl. I五宮・ 4（歪915):NAKAaA丑A;En,t. Mag., I, p. JOI (1915): NAKAifA.RA; Ins. 

World, XXIII, p. 136 (1919). 

産 地

豊原、瀧ノ津閲 I♀ 20/VIl1922 江崎悌三氏採（液浸）

分布 樺太、北海道、本州、九州。

本種は南、九州より北、北海道に迄分布せる種なりしが、

江崎氏の好意によりて、南樺太にもぞの faunaを有するを知れ

9 。 本 研究に於て初めて之れを接表す。

櫛器購蛤科 Fam. Dilarldae 

未 Tご南樺太に本科の昆轟を鷲見せ十。本科の本邦に於け

る分布は著者（ II）の既に報告せるが如（、本州、朝鮮及塞砲に

各 一種を代表的に有するに過ぎ歩。而かも未 fご北海道にその

分布を知らやさ雄、朝鮮産のアフセンクシヒゲカゲロヲ Dilar

J伊＇fen ＇•’iona，必 NAvAsの如きは弘〈東部商比利亜に分布せるものな

れ ば 、 今後彼地に於ける分布を精査せんこさ・は北海道に於rけ

る分布の探求ご共に興味多きこ之さ信プ歩。

草晴蛤科 Fam. Chrysopidae 

手［I産本 科 は 六 属 三 十 四 種 （内二接種）を敷ふ。就中奮北洲

系統のものは四属にして、南樺太にはそのこ属を産す。従来 fl']

地 産 の ものは、一九一一年松村教授（I9）によりて三種を紹介

せられたるの外、何等追加さるるこ芯なかりしが、著者は今

回の研究に於て証金1の三種に真にー末記録種を報告するこさ

を得？とし
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aの織豪署長

ai 前麹、中息長分校（medianfork）の基部に於てーの亙E矩形室を有ナo慢躯及鮪

角肥大す。....・H ・－－……フトヒゲヲザカゲロウ属 N'othochrysaMACLACHLAN 

8.1 前主君、中 朕分伎の基郊に於てーの稀三角形をなせる室を有ナo種躯及

鏑角は多少織。Iiiな事。

b1 雄の瞥板は夢字放を皐し一般に尾舗と局長なるか又は之れ土り短

かし0・…・…・ H ・H ・.....・ H ・－－……...........・ H ・－－－クサカゲロゥ JIC.hrysop<1. LEACH 

b2 雄の響板は長〈して尾端より迄かに突出す。

Ct 締角はが1麹 よ り iffuかに短〈、縁紋内に機脈多し。軍事板は其の尖端

上 方に f:lillliナ0・………－－…H ・H ・.....・ H ・H ・－べ H ・H ・......：.ネタ嵐 NinetaKAγAs 

CZ 燭角は前麹主毒事長、絵紋内に横 飯 少 し 、 啓 板 は 其 の 尖 端 鈍 に し て

上方に属曲せず0・H ・H ・－……・…!JIJ ~トロピア濁 Chrysotropia NAvAs 

主~ ~属

Gen,us ~rill.etαNAvお（1912)

3. ＊シクサカ ゲ ロ ウ

~Ni-t，付加， vittatα（WESMAEL) 

Chrア呼σ叫 tata‘WESMAEL ; BuUet. A祖 .d.Brux., ¥'III, p. 212 { 1841）’： MACLACHLAN; Jour. Linn. 

S田.Zool., IX, p.宜6S('1867): WALLENG星回； Koog1、Sv. Vet. Akadem. Handt IX-8, p. 21 

(1870): RoSTOcK; Neur. germ, p. 104 (1888): s.~NDOR; Allatt. Kozlemen., XI, p. 190, tab. IV 

fig.宮（191宮内： OKAMOTO;Jour.白 U.Agr., Tohoku Imp. Univ., VI, p. 64 (1914): NAKAHARA; 

Ins. ¥Vorl<l, XVIII, p・400（叩 4):NAKAHARA; 1. c., XIX, p. 107 (1915): NAKAHARA; Ann. 

Ent. Soc. Am., VIII, p. H9 (1915). 

.Ni・netaを』ittata 'NAVAS; Arx. l’Inst. Cieuc., 1915, p. 87 [1915）’： OKAMOTO; Rep. Hokkaido Agr. 

Exp.校a.,IX, p. 30, pl. IlI fig. 5-8, pl. V fig. 2 （叩9):OKAM例。； Ent.Mag., IV, p・3(1919). 

Citη勿f!Paalba ~URMET町四： H加'ld'b. Ent., IT, p. 918 (1839）・

島，M 湖沼sp開 ximwsl{A!¥'IBU!t；買おt.N'llt. Ins., N討 rop.,p・425{1842) • 

.Not!wchrysa olivacea‘GERSTAECKER; .Mi札 N相－V•町p咽.R宅開， xxv, p. 74 {1喧93）’： OKA~l<YrO;

J=r. ColL Agr., T品でnImp. Univ., VI, p. 54 （刊叫）：衣服J¥HA'l!.A;Ins. Woc1d, XYill, p・ 39~

(1914). 

Pn，＿ゐア崎。夜間m NAKAHARA; Ann. E骨t.Soc. Am.., VIII, p・nS,p!. VHI ti宰・官・4（勾 15）・

Cル歩呼ai島田’細胞 M~TSUM【国向拘＇＇＇＂ Coll. Ag.-., Toi>曲 1Imp.む百1l;v..,IV, p・，＇！－イ 191'1):OK.~MOTO; 

8) SANDOR氏の 研 究 に 縁 れ ば ScHNEinER(62）の α.vittt均と縛するものは箆

廷のものにあらずしてとは Ck.戸市 Seo刊日の異名 EE忍trぺきものな

Pと云ふ。
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Trans. Sapporo N. H.品c.,V, p・56(1913): OKAMOTO; Jour. Coll・Agr.,Tohoku Imp. Univ., 

VI, p. 63 l 1914）・

Ch，フISψainornatella NAKAHARA; Ins. World, XVIII, p・399(1914）・

産地
瀧ノ津、清水間 2平 27/VII1922 江崎悌三氏採｛液浸）

喜美内（Kimnai) （擦松村教授）

分布 樺太、北海道、本州。欧洲。

クサカゲロウ嵐

Genus Ch'l'!JSOpαLEACH (1810) 

南樺太産の三種は次の検索表 に よ bてこれを識別するこ

ぜを得。

種の槍到Eg民

a1 鯛角間に X 字形の黒紋を有ナo・・・・・・・・H ・－－－－タサカゲロウ Ch.intima. M’L. 
8.2 鯛角間に X 字形の黒紋なし。

b1鰯角の下方に黒紋を依〈。前胸背に大乃至八個¢、黒駄を有ず0・・

…カラフトクサカゲロウ Ch.sachalinensis MATS. 

bt甥角の下方に各一黒紋あ明。前胸背にはその前縁繭側に『黒駄を

有 する i二止ま L・h・－－歩歩＊シタサカゲロウ Ch.aeptempunctata WEsM・

4. ，，サ力ゲロウ

Chl'!JSO.J’α 似 f'l例 αMACLACHLAN

Chり1sopaint!ma MACLACHLAN; Trans. Ent. Soc. Lond., 1893, p. 230 (1893): OKAMOTO; Trans. 

Sapporo N. H. Soc., V, p. 50 (1Qr3): OKAMOTO; Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. Univ., VI, P• 

58 (1914): OKAMOTO; Rep. Hokkaido Aiv •. Exp. Sta., IX, p・36,pl. I fig. 5, pl. III fig. 13-16, 

pl. VI fig. 1 (1919): OKAMOTO; Ent. Mag., ~v, p. 3 (1919）・

C~rys抑 per/a intima NAKAHARA; Ins. Wodd, XVIII, p・399(1914): NA臥臥RA_;Ann. Ent. Soc. 

Am., Vlll, p. u8 (1915）・

C克てysopaj>er!a (nee LINNE) MATSUMIJRA; Thous. Ins .. Jap., I, p. 179, pl. XIII fig・9( 1904): OKA~ 

Moro; Trans. Sapporo N. H. S偶.， .I,p. 112 (1go5/06): MATSUMURA; Syst .. Ent., I, p. 169, fig. 

205 (1907): MAISUMURA; Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. Univ., IV, p. 14 (I9Il). 

Ckりなopafer/a f racla‘NAvAs.; Broteria，田rit;Zool., IX, p1 39 (1910）’：， N,AvAs; Revue Russe d"En-

tom., XII, p. 419 (1912）・
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産地

大津 I♀ 30/VIII 192 I 

豊原 I♀ 13/VII 1922 

瀧ノ津清水間 I't" l♀2.1/VII' 1922 

轟峠、異縫問 1.1; 3/VIU 1922 

大泊（Ko.rsako的（嬢松村教授）

分布 樺太、 北海道、 本州。

著者採（液浸）

江崎悌三氏採（液浸）

江崎悌三氏採（液浸）

江崎悌三氏採（液浸）

西比利到。

5. 淘ラフトクサ力ゲロウ

Ch.1•yso1川 sachal·lnens·is MATSUMURA 

Chη’sグ・asachσlinensis MATS::JMURA; Jour. Coll. Agr., '.fohoku Imp. Un肌， IV,p・14(19II): OKA-

MOTO; Tn.ns. Sapporo N. If. Soc., V. p. 57 （山 3).:OKAMOTO; Jour. Coll. Agr., Toho!m Imp. 

Univ., VI, p. 69 (1914): NAKAHARA.: Jn,. World, XVIII, p・401(1914): NAKAHARA; Ann. Ent. 

Soc. Am., VIII, p. 119 (1915): OKAMOTO; Rep. Hokkaido Agr. Exp. Sta., IX, p・49,pJ. I fig. 

13, pl. IV fig・5-6,pl. VII五g.2 (1919): OKAMOTO; Ent. Mag. IV, p・5(1919）・

Chrysopa m・・kkoensisOKAMOTO;・ Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. Univ., VI, p‘69 (1914）・

産地

大津 I♀ 30/VIII I 92 I 

中里 I 't 2/IX 1921 

豊原 I令 I♀ 21/VII 1922 

貝壕（SolowiyoPka)（擦松村教授）

分 布 樺太、 北海道、 本州。

薯 l 者採（液浸）

著者採（液浸）

江崎悌三氏採（液浸）

前種並に本種は南樺米に比較的多産なるものの如し。

6. 十ナホシウサカゲロウ再稼

ぜブln•ysopa septe”直！]J電t’・wtatαWESMAEL (Fig. III) 

C第三国 〉

Chη＇sopa septen.グunctata‘WESMAEL;Bullet. Acad. Brux., VIII, p・210(1841）’： Scn:-iEtnER; Symb,. 

Monogr. Chrysop, p. 101, tab. XXX (1851): .l¥.fAcLACHIλN; ,Jour Linn. Soc., Zool., IX. p. 269 

(1867): WALLENGREN; Kong!. Sv. Vet. Akadem. Handl., IX7"8, p. 19 (1870): RosTOCK; Neur. 

g~rm., p. 103 (1888i): SANDOR; Allatt. Kozlemen., XI, p. 193, tab. V fig. 6 (1912）・

He1nerobi削 ma却ricianusRAMBUR; Hist. Nat. Ins., Neyrop., p. 425 (1842）・

韓黄緑色（生時は恐ら（紘色なるべし）。頭部、頭頂僅に

湾形をなす 。 複 眼 金 総 色 。 i 欄角、前麹畏より遁に短〈、黄禍。
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基部二節は黄色o 基節甚し〈膨大せり O 末節に至るに憾ひ少

ι〈濃：色さなる。雨君主一様に濃：黄褐色。顔面に七備の黒紋あ

れーは嫡：角i慨に位置い時間l形。共の二は燭角＠下方に存

Lて稀弦形をなすム他のr二時額1斥の雨i側に位置 Lて緯肢をな

τc兎に頬：部にあ！＞ --c:額：席上の黒線三直角に稿文な＆楕固形

紋を有す。胸背精淡色（恐ら（生時黄色のー中僚あi ちιなるぺ

ιお前胸背t'主長さよち積幅

庚｛、中央に細きー縦溝吉、

走れに交叉して中央よ b少

L＜後方に太きー横溝ゐ b。
前縁角は毅 tこ説臨蹴 ~1~官。

一面 L二褐色の哩短毛を生参る

し特に雨：縁に多＜ Lτ、

横溝の後方には少なしむ前

療部の爾側に各一個の普賢黒

色線紋を有す。中、後背板は
第三個 Fi1t.ill 

晶忌ー 無紋にして毛少なし。
安全 ＊~~..，.. ゲ卸守

仏 7ヅuncfn.侮 麹、透明。あま b細長な

工頭部、前面 f勝大〉 ら示。前麹端は略国弧をな
Hiaadi. a前回i岨EV蜘 s

(much 叫訂ged~d m吋 ifi叫 すも、後麹端は稿薬品り O

2 雄、腹端〈側面、廓火〉 綜紋は淡禍不透明にして長
T、m、泊叫I一田E皿曲匂 o_f皿司h

1誠町a正vie曹，皿uaih個 fur.誓!l'i!・
8 向 上 （腹菌、廓大 J 寅包｛生時は鮮総色なるぺし）、

Do., ventral view （四 d1－副:ivgedJ 麹抵上一面に淡黒毛を精密

原闘（original）・ 生す。包し前麹に於ては前

線室（線紋内を除 ＜： J、亜前線室、程．室に於げる横版会部、径分

脈支の基部、中脈の基方、肘脹支及轄横脹並に段横脈は略黒

色を墨 L、後趨に於 τ は前縁横服、極構腰並に樫~腰よち放
臨す忍支臓の基方、段横阪は墨色を呈す。前麹段横阪は右麹

8/12.左 麹9/ur.後麹の夫れ瓜右越8／－）.左麹7/9なれ

脚、淡黄線色心前脚は後晦よ b多少濃色を呈4さ bo 一面もこ

黄禍毛を密生す。路範は藁i識仁 f:..,1:、瓜補色なれ

腹部、一面 S二塁禍色時識毛を寵生すC 推め犠振肱帯、大仁
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産地

豊原 I令 :n/VII 

分布 樺太。敵洲。

本種は敵洲に極めて普遁なるものなるが、今回初めて商

樺太にも分布 せ る こ さ を 知 ち た り。而して、嘗て松村（ I8）関

本（43）雨博士によりて記されたるナナホジクサカグロク α． 

septev.ψunctataさ穂するものは、その詑載より按づ炉るに異正の ω．
septenそpunctatalこゐら守、じて、恐ら（エグクサカグロヲ Ck.sap,が－

rensis OKAMOTO 若〈はグ毛ンクサカゲロゥ α・J》anaOKAMOTO な

る ぺ （ 、 岡本酵士の近来の報告（49,51, 53, 54〕に於ては何等本

種に就きて言及せらるる躍なかりき。きればニの名は蛍然本

邦昆識祖よ b掠慣せられたるものな bじに、蕊に幕乙F本穏な

我が昆轟相中 i二加ふるこさを得？とるなら。随ひて和名の如き

も嘗て用ひられたるものを復活使用するこ Eとせり。 東 i二今

本穏を本邦到る嵐に普蓮なるヨヅポジクサカグ冒ラ α.cognata 

MACLACHLAN l二卦比するに、顔面の瑳紋及麹脹の彩色 l二於て穂

異る民主ゐりさ雄、其の他の特徴則も腫の大き、前胸背の構造及

その班紋、並に雄生殖器（持板）の構造等は杢ぐ繭者間に何等の

差薬なきを認めたり Q 抑も Ch.cognataは一八六七年 MACLACHLAN

氏（ I3）が本邦、支那友 Cambodiaに産するもの Eして接表、命

名せるものなるが、その記載の絡に於℃“Itis closely allied to C. 

5ザtempunctataand C. b伊unctata,but di佐rsin always wantfng the・ spot l:>etween 

the antennae, &c.”t附詑せり。然る仁一λ七五年に歪弘同氏（15) 

は本邦産脹趨類の点碗究報告を酸素したる除、 ニの Gk..eopata 

lこ就きては＇＇ In倒灯油mpltefrom J却制世hereis a spot betwe舘 the制球:ennae

5.0 

（液浸）江崎悌三氏採1922 
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(absent in all the others). and it thus shows an approach to C ~ipunctata; but is n~ 

individual is there any trace of black spots or streaks before the antennae. 

The species is closely allied to the European C. 7アttnctata.and (with bipunc-

白ta)may be only a local condition thereof.”E詑せり。然るに岡本博

士（53）は「予は此説に全然賛成せざるにゐらぎるも、顔面の瑳紋

及麹脈の彩色等により、本積を濁立せるものと認むぺ〈、若

し夫れα.s.ザteψuflctataの完全なる雄標本を検するを得ば此問題

は直に解決．し符ぺしO i 高 一雨 者 の 持 板 に し て 、 同 一 構 造 を 有

するを知らば、本積を Cit.septenpunctataの鐙積三なすに践路せ

5るぺし」ごして姑ぐ雨者を別種吉見倣され、以て今日に及

べり。著者未だ欧洲産の標本を親しぐ検せ十三雄、 ScHNEIDFK氏

( 62), SA.NOOR氏（60）の精細なる記事さ詳密なる園版さによりて

明色かに α.s.φte1.ゆunctataご同定し得？とる南樺太産の前詑標本

が、 その ~ffi 生殖器の構造に於て、 α. cognatc'lのたれご会〈一致

せるを見たるを以て、議に 7 氏の卓識に賛せんごす。而かも

本種の頭部斑紋が可成りの務化性を有するものなるこごは飯

知の事賞にして、 SANDOR氏（！.c~）に擦れば、欧洲産のものにあ

りても五種種を数へ符べきが、就中、 var.quinquepunctata SCHNEIDER 

ご稽するものは鯛角下の二斑紋の消失せるものにして、’ var. 

qttadrt'pilnctqta SCHNEIDER,なるものは兎に蝿角聞の黒黙を練けるも

のなしめきれば lh.cognata は瑳紋の数仁於て後者に類似せる

も、 その異る慮は quadriputtctata に於けるが如き燭角下の班紋

の消失にあらすもして、頬部に於ける夫れの消失ならざすo 然

b而して？氏の詑したる燭角聞に瑳紋を有する cognata形のも

のは原種に復鯖せんごする．ー形態ご見倣すぺきものなるが、

その殺現比較的稀なるものの如〈、著者未にか、る形態を具

へ？とるものに相遇せ；ず。 きれば cognataはseptempunctataの鑓種ご

云はんよりも、寧ろ地方的に固定せる亜種吉見倣すを以て至

嘗ごなさんか。叙上のま!P.由に よ り て 著 者 は ョ ツ ポ ジ ク サ カ ゲ

ロクの皐名を下の如（仁訂正せんさす。
Cit. sept.仰が4’u:tatavVESM鼠 L

suqspecies cognata MACLACHLAN 

9） 額 p商の斑紋め消失は屡冷他穏に 於ても認めらるる現象にして、例へ
ば本種と l同じ〈」ounctata-group の Ck. 呼•er.ra WEsM.に於ても、亦 x-groupの α．
ft1r111osa BRAU.にありても．阪に SANDOR氏 （6o）が同様の事貨を飽した P。
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分 布 日本（北海道、 本州、 九州、 壷漕｝。西比利
亜。 支那。 Cambodia. 

魔 麹 嫡 蛤 科 Fam. Osmylidae 

中原 I·~ クト JV (3 0）は、本邦産本科を、後趨に於ける肘脈

ご肘分脈之が平行せる Osmylus言、後麹肘分脈がその主脈に平

行せゴる Spi!osmylus~ の二麗に別てるも、最近本科に闘して詳
細なる研究を行へる KRUGER敬授（7）に撮れば、邦産種を三亜科

五属に隷せしむ。1りニの後者の分類法は貨に細微に渉るものな

る が 、 今 之れを蕊に引用せんこさは容易の業にあらぎるを以

て、 ニは他日の機曾に議 b、唯南樺太に次の一種の産するこ

さを首巴すに止めんごす。

＝ホシヒロバカゲロウ属新稼

Genus Eososn句1h1sKRUGER (1915) 

7. ヒロバカゲロウ

Eososノ刷!flits.'P.'P (Lystnus) hat抑制t伽 us(NAVAS) 

Osmylus jla日＇co円1is(nee MACLACHLAN) MATSUMURA; Thous. Ins. Jap., I, p. 178, pl. XIII f.g. 8 

(1904): MATSUMURA; Syst. Ent., r, P・ 172, fig. 206 (1907): MATSUMURA; Jour. Coll. Agr., To・

hoku Imp. Univ., IV, p・15(19I1）・

‘Os1勾’lusHarmandinus NAVA$; Ann. ,Soc. Scient. Brux., p. 190 (I,9Io）.’ 

'Lysmus Iiarmandin前 NAV ,¥s ; Revue Russe d’Entom., XI, p. 113 {1911）・’

? Lysmus ha門 前indinusKR:GER; Stett. ent. Zeit., LXXIV, p. 26 &c. (1913): KRUGER; I. c., p. 2n 

(1913). 

(Lysm叫 ？） harm,r帥d.'nusKRUGER; Stett. ent. Zeit., LXXV, p. 89 (1914）・

必今iぜ＇Os11；り伽 Har11.叫，zdi

Eososmylus ？？ 品円脚nd.勿，uI王R百GER;Stett. ent. Zeit., LXXVI, p. 74 (1915）・

産地

豊原（追分） I平 16/VII 1922 江崎悌三氏採（液浸〉

ti、沼 I♀ I '6' 17-22/VII 192'2 江崎悌三氏採（液浸）

豊原、瀧ノ津間 2♀ 26/Vl,I 1922 江崎悌三氏採（液浸）

19) I. Protosmylinae：ー嵐 EosomyゐuKRUGER 

II. Osmylinae：ー属 Omザ＇／Us LATEREILLE 

III. Spi]osmylinae：三鷹 .Sf1恥mylusKOLBE; (Lysmus)? NAvAs; Beliosm）伽 KRUGER.
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議ノi揮．靖水間 2字r1;'27/VU 1922 江崎悌三氏採（液浸）

清水、異同問 I字 28/VII 1922 江崎悌三氏採（液浸）

轟峠、異縫問 I字 3/VIII 1922 江崎悌三氏採（液浸）

大泊、富内閣 I♀ 9-12ハアIII 1922 江崎悌三氏採（液浸）

貝塚（Solowiyofka)（擦松村教授）

分布 樺太、 北海道、 本州、 九州（？〕。

松村敬授は O.jlm；幻 rnisM’L.の南樺太 lこ産するこごを認され，

たるも、 ニは銃に中原 fクト 1v(3o）の述べ？とるが如（、同じ

名稀の下に日本千晶因解中に掲げられたるものは、 その園及

記 載に よりて按十るに、異正の jlavicon.町三せんよりも、寧ろ

NAV.~S 教授の Lysmus !tarmandi.印刷さ認むぺ〈、 I~話。て南樺太のも

のも同様なるぺ LO 賓際著者が検せし十一頭の南樺太産標本

中にはーも jlavi'con山吉認むべきものを存せざりき。向!tannandi-

nus の隷する属に闘しては NAv.¥s 敬授は最初 Osmy.lus属のもの

ごして殺表せるも、後之れを模式種ごして Lysmusなる属を創

設し、他に二三の種をも含ましめたり。然るに Lysmus なる属

はその範閤極めて不明瞭に eして、院に多 Cの批評ゐらしが如

〈、 之れを濁立せる麗ご見倣し難（，，. ~！~ l・＋ク bJV(3o）は

Spilos吻如申に合同し、岡本博士（Ent.Mitteil. Bd. III p. 23, 1914）は

Osmylzt.s中に編入せり。 KRUGER教授も亦之れを不確貨のものご

して取扱ひ居 h 氏が中原ドクト JVの研究に針し再研究を試

みたる際、与i!os1.吻1/usnなげcorn危 NAKAHARA は氏の SpiJ惜 mylinaelこ入

るべきものにゐらすーして、寧ろ Pr・otosmylinaeに隷するを妥営ご

なし、向同種を模式ごして創設せる Eososmy/us麗には Lysmus?

伽 rmandt仰及年i!os1砂 ・！usimmacゆ仰を疑問を以 τ編入せり。著者

未 t：これ等に卦し詳細なる比較嗣：究をなすの磯なきを以τ‘
般に最近の研究に従ひ置（。

鰻 鏑 蛤 科 Fam. 班:yrm.eleo:nid栂

南樺太に於ける本科の昆轟は未t：之れを知るを符・1令。然

れざも、 既 に 知 ら れ た る が 如（、本科は比較的分布の魔き昆

患にして、北海道にありでは、 E政調並に本邦に極めて普通な

るョウスバカグ官ウ B今rm地 Wtf.ol'問 CtZr.°制 Lr問 主 を 始 め 乏 しτ数
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種を産す。ヌ；商比利互互には支那並に南露商盟、羅馬尼、士耳

其斯坦等に弘〈分布せるキガスヲクスバカゲロヲ品＇rmicaleolinea-

tus FABRICIUS ll）の分布せるあり。きれば南樺太に於ても今後の

精査によ りて本科の昆患を脅見するこ、さなきを保し難し。

長 角 錆 蛤 科 Fam. Ascalaphida.e 

未 fご本科見最仁して南樺太産のものなし。著者（9）の轟に

報告せるアアセンキバネツノトンボ Ascalaphussz・'bzシicusEVERSMANN 

の如き、西比利亜、満洲等に弘〈分布せる種類ゐ 9'C雄、北

海道に於て未だ本科の昆識をーにに接見するこごなきを以て、

或は同地に本科のものを待んニごは望少きものごなさんか。

粉輯蛤科 Fam. Coniopterygid加

本科も亦未 t：• 南樺太産の種類を有せすもO 北海道に於ては

キバラコナカグロク Coni，ザteryxpulveru的 M liJ.'lDERLEIN の如きを産

すご雄、樺太に於て本科のものを得んこ芭は比較的至難なら

ん。

長 麹 目 （螺轟目1

MECOPTERA (PANORPATA) 

邦産本自に関しては故三宅博士によりて最もよ〈研究せ

られたる慮なるが、一九一五年 EsrrnN-PETERSEN氏（56）の礎表せ

る世界の本日目録1に擦れば、ヂ［）産種ざして Panorpidaeに隷する

もの三十三種、 Bittacidaeに属するもの六種を敷ふ。本邦に於て

か〈の如〈多数の本目見識を産すさ難、 その多〈は本州以南

の地に限られ、一度津軽海峡を越へて北海道仁至らばその種

類極 めて 少〈僅かに二種を知らるるのみ。就申、アタスヂジ

ヲアグムジ Pano1戸 leucザルraUHLER は 到る践に普通なりさ雄、他

の一種？とるオホジヲアダムジ Pjapomca macrogas!Ji!r MACLACHLAN は

著者は土 建 寛 暢 氏 の 好 意 に よ り て本種の朝鮮にも分布ぜること

を知り符・？せれば、ヒ記の和名を精ぜんと歓す。本種は或はよ￥stor~on 属
に移さるべきものなる宇も知れずo今後続釜の上改めて報告 7・る

の機あるべし。
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函館産の模式標本以外に未だ知られ 5るの稀種なり。更に宗

谷海峡を越ゆれば僅に南樺太に個有なるカラアトシ 9アグム

シ Pano.ヴG sachalinensis MAT・SUMURA一種を産するのみ。か（の如（

北海道及南樺太が各特別なる一種によりて代表せらるるニご

は興味深きこささ云はゴるべから歩。然れ共西比利国．にゐり

では、余の知る範閏に於て、 Panρ＇rpaamurens!・s MACLACHLAN, P. orien・ 

.talis MACLACHLAN (Au勿smelanz・aNAvAs は PETERSEN 氏に嬢れば本種

の synonymな り さ 云 ふ 〉 並 に 本邦に於て本州及九州に産するホ

y ヲピシ 9アグムシ P.cornigera MACLACHLANの三種を産す。随ひ

て 或 は 今後の精査に件ひて南樺太乃至北海道に於て向一二の

未詑録種乃至新種の迫加せらる べ き を 想 像 し 得 Fるにゐらや。

か（して商比利亜に於けるものさの関係の明かにせられんこ

ごは昆掻地理皐上特に望ましき勲なりごす。

本書［）産のものは次の二科に含まる。

科の 後葉表

:a.1 鱗角長しO前麹に於て Cui 脈は’I•~ と合ナるととなしolJJ41 は中等大にし

て 11¥は a 空すな 90腹 .tf.堆は間柱扶！こして尾端｝は銚子 ilk:Mf属物を有し

常に之れを上方に暴〈ー。唯にあ P ては図書t扶 な 90 .••. 

．．事尾差益科l Panorpidae 

:az 鱒角短し。前麹に於て Cu1脈は中 Jll正の一緒と合せりo 脚甚だ長〈して

爪 は封をなさず。腹部は峰雄共に略閲粒状をなし、堆の尼端に銚子決

附属物を絞〈。一.....・ H ・...・H ・.........・ H ・..........; ..・H ・－…・擬蚊暴尾品科12,Bittacidae 

馨毘轟科 Fam. Panorpidae 

本手I)i査の本科は四属に別たる。就中、本邦に於ける分布

が 牽 栂 のみに限られたるタイツンジ？アグムジ届 Neopanorpa 

V. D. WEELE及 同 じ （ 九 州 の み に限局せる、韓振各部の細長なる

ホソシ？アグ，ムシ属 Leptりpano.伊a MACLACHLAN の二属を除き他の

嘗北洲系統の二属の検索表を次 lこ示さんO

I2) Bittacidaeの拘l名に就ては既に山色周知氏〈昆議事雑誌， Vol.IV, no. 1, p. 

29, 1919），がその隷属種の一般にずがンポ毛ドキの名あるの放を以

てず γ ンポ毛ドキ科・と稀せられたるも、ζ は科の名穏として往々

双麹日中の傷大蚊科（Limnol》iidae）に領似総同せらるるの虞あるを以

で 松村教授。めが Bittacussine，町isWALKERに封し用ひられたるカ屯ドキ

v ’アゲム V の≪を以て本科の代表名に宛たり。
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嵐の槍濃表

a1 爪 はその下商に鈴歯を有ナ0・H ・H ・...・H ・－シリアゲムシ麗 PanorpaLINNF. 

a2 爪は そ の 下商に銑留を依｛ 0 ・・

．．シリアゲムシ号ドキ属 P阻 orpodesMAcLAcaLAN 

~ IJ 7ザムシ毘

Genus Pff/tW1"}Ja LINNE ( 1758) 

1. カラヲトシリ 7 ゲムシ

Panmpα sachalin.mu;is MATSUMURA 

Pano.そpasachalinensis MATSUMURA; Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. ・univ., IV, p. '12, pl. I fig.・9,I<> 

(19n): MIYAKE; Jour. Coll. Agr., Imp. U口iv.,Tok10, IV, p. 352 (1913): PETERSEN; Ent. Meddel・？

X• p. 223 (1915）・

産地

大泊 I 1:' I♀ 29/VI 1919 井津英二氏採（乾国〉

異岡 I♀ 3/VII 1919 井津英二氏採（乾固〉

池遁 讃（白ip則 i），富内（Tonnaitcha), 落合（Galkinowra北侃），轟峠（Todoroki}

（棲松村教授）

分布 樺太。

本種は六七月の交南樺太に於て極めて普通の種類なるが

まnlo 

毛 麹 目

TRICHOPTERA 

本邦産毛麹目は ULMER氏（65）に接れば十三科を敷ふ。今

主芭して同氏の分類に従ひ、 これ等の検索表を記せば次の如

しO

科の檎裏表

a1 小形穂c麹特 に前麹は密生せる長毛によりて厚〈援はれた 9。縁毛長

L。とは特 1－；：後麹に於て然りとす。後麹中室（Discoidalcell）は常に閉し即I

ち之れを鉄〈。麹は通例細長にして麹端は多少強〈尖れ P。鰯角は前

麹止等長な る ζ とあ吾も、多〈は短大にして短環節を竜馬に漣ー接せ’b
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A、e毅は峰雄共に五節。その末節は hd曲せず、叉環節をなナととなし。

普通車限 を 有 ナ0 ....・H ・...・H ・.....・….....・ H ・...・H ・－－－－……・・・橿右置科 Hydroptilidae

邸中形乃主主 犬形 穫C小形なるもの室戸な Yo前趨は決 Lで長毛を密 E邑する

ーととなし稀に之れを有ナるととあるも僅に疎坐するに過ぎずo縁毛

長からず。鯛角健前麹と毒事長なる か 又 は 之 れ よ り 長 し 稀 に 儀 に 短iき
ものあり。

b1 1j、偲裁は殆ど誇ての場舎道館 よ亭成る。

Cl /j、隠畿の末節は夏に若干の環節をなし趨曲ナ。多〈は他節を合

したるものよ習も慈に長し。

di 皐限を有ナo叩 H ・H ・－・・…・…....・H ・.....・H ・・・・・・・H ・－－－河右置科 Philopotamidae

ch 皐販を扶〈。

e1前座侮距 r.t三な lJo・…....・H ・.........・H ・....・H ・...・H ・.....Polycentropidae 

御 前 a腔節艇は三よ H少なしO

ft 前郊に第一服叉を有ナ0 ・H ・H ・....・H ・ 筒 右 竃 科 Hydropsychidae
t縮右翼科〉

f2 fij麹 〈 後 麹 に 於 て も 〉に第一服叉を依（ o・u ・.，.. -Psychomyidae 

.C2 /j、隠裁の末節は環節をなさず。亦終曲ナることなし。こは他餓を

合 Lたるものよ P短か L。

lit J匹懐古と有す。

e.i I量腔節艇はニ又は三五、中腹筋F 艇は多 4の場合闘な H。
ft d、駆裁の基部ニ節は短 大 、 第 三 節 は 細 長 な りo・・・・・

…涜右 i科 Rhyacophilid鵠

f2 小臆裁第二節は第一節 より洛かに長し0・・・…

・・H ・H・－‘♀宥聾務 ~hJ'11f11Jleidae
£2 前腔節艇は｝又は之れを依〈、中~節艇はニ又は三なり0 ・H

・♀剥右竃科 Limnophilidae

ゐ草限を依〈。

e1前麹に副中室（Me;lianeelりを有ナ0 ・....・H ・・・・・・・・H ・－….C J.lamoceratidae 

e2前麹 1・：： 劇中実を‘事長〈。

ft 前麹及後菱銀共に中室を倹〈。…・・・・・・細短右－•科 llol岨nidae

ft＇藤婚に中室を有す。

g亀前主華経分厳裁は皆分岐し、多〈は第？及第二脹又を有す

h1 径脈と第一脈叉との問〈少〈とも前麹に於て〉にー横.

を有す、貝lj ち径脈は第一脈又と結合せり。Odontoceridae

h2 径厭と第ー脹叉とは何れの麹にありても結合するこ

となし0 ....・H ・....・H ・....・ H ・・・H ・H ・♀毛右置科 Sericostomatidae

邸前麹に於て上位径分脹技のみ分践し、多〈は銭円厳釆を

夜ナるに止まる。福灘長宅を密生す。…

一…・長角石軍事事 L噂句僻噸暢

’h , ....鼠裁縫主主鎗暑事分~ ~o 
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01 ,J，隠費四節ー翠阪を有す0・・・・・・ H ・H ・........・H・...・H ・＂t石茸41l'bxJg嗣串idae

e童小隊望書は二三徳 X;峰三筋。

d1 1！、総髪は憶に紐：紙をな L関投放の環節よ P成る。之れに生ぜ

る毛 t土 密 . ＆ . . せ ず し て 短 〈又鱗毛を以て覆はるるととなし。随

ひて顔面の狭めらるることなし。前便節距はー又は之れを扶

"( 0撃阪を有す0・H ・M・－…－….....・H・....・H・－－－会制憲章都 ~il}Ul,Qp｝＼~lidi僻

dz tl、隠毅は各節密接し、屡々長毛 5とは鱗毛を草野生す0$に録画獄

に望普形するととあ唖て、顔面を狭小なら LYo書留 腹筋阪は多〈

の場合二な PQ寧限を訣＜ 0＂＇＂＂＇・ H・－－－会毛石麓羽 ierictstem~idae

石蜜科 Fam. Phryganeidae 

任知本 邦産本科は三属なり。而して南樺太産のものは松

村教授（ I9）により τー属三種を知られたるも、著者今回の研

究に擦れば、豆に三種を加へてこ属六積三なすべ〈、向その

二種は本邦 lこ未詑録なりさす。

嵐の後葉表

a1前後主題共に第一服叉 a:検〈。彊前縁脹と筏脈主の間 t；：；基横脈を扶〈

第三脈叉は 雨 量 畿 共 に 有 柄 な り0・・H ・H ・－……－・・………Limna悌ntrnpusULAfiR 

as雨麹に第一脹叉を有すolffil百I縁脈、径脈問 tこ基横脈を有す。磁麹の第三

脈叉は有栃ならず。

弘前車種比較的多毛ならず。種類によりでは殆ど楳趨に近毒ものあり。

主主例前麹は a短院ーなり。雌の前麹に第四脈叉を扶＜ 0… 
... :1マヲトピケラ属 Ne11.l'f>nia.L&A.nc1 

L 前麹は密にさ手を生ず。遁 f6前麹は細長 ff J) o雌の前趨に第四脈叉を

有ナ0・.， .，・H・－…・・…H ・ H・－…H ・H ・－－……...・H・.....・H・－トピケラ属 Phrygane~‘ LlNNf:

::i 1f'・ ヲト t:'1号属

Genus Neu：~mι仰 LEACH ( 1&1 5) 

南樺太産の本属は従来三種なりしい本研究仁於て一種

を加ふ。 ニれ等は次の検索表により℃日誌別：するこ芭を得ぺ L0 

種の倹察 署E

ai趨は童苦手局、前麹には黒褐色紋を草野布し初日完走を皐ナ。

弘前麹の絹日鉄紋 iま紛耳障た事。菱普勝張三七乃翌三ご粍0 ・・・・
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.........カラフトアミメトピケラ N.clathrata KOLEK・

弘前麹の網目飲紋 f7.稽波 Jt籾 大なり。麹開張二五粍以下O…....・H ・

．ヒメアミメトビケラ N•. apicalis MATS. 
a雪麹は乳白色又は微に黄色を帯ぷo前麹に黒色乃至黒褐色の駄紋を密

布ナ。網目放を呈することなしO

b1麹は帯白色、前麹の勤紋は積籾にして．後麹の外線には民〈一様な

る黒 帯 を 廻 ら すo……..カラフトゴマヲトピケラ N.phalaenoides L. 

b雪麹は微に資色を帯 ＇（，＂ 前麹の鮎紋は税草野、後麹外縁の黒褐帯は濃色

の部主淡色の書官と相交互すO ........ . 

－－－－－…ウスイロゴマフトピケラ N.atrata GM1<:L. 

1. カラフト耳マヲト~ケラ

.Zfo喧nY>niα pludamιoid側（LINN止）

•Phワ色raneaj>halaenoid.町 LINN企； FaunaSues., ed. II, p・378(1761）ー’

F初η-gane.αj>h司！aenodesBURMEISTER; Handb. Ent., II, p・935(1839）・

Oligotricha phalaenoides RAMBUR; Hist. Nat. Ins目， Nevrop.,p・472(1842). 

品•lostonzisphσlacnoides MACLACHLAN; Jour. Linn. Soc., Zoo!., XI, p・104( 1871): WALLENGREN; Kong!. 

Sv. Vet. Akadem. Hand!., XXIV-10, p. 16 (1891）・

A'eu押 niaj>halaenoides MACLACHLAN; Trichop. Eur. Famoa, p. 19, pl. II (1874): ULM.hR: Coll. Zoo!. 

Edm, Selys Longs., VJ, (1), p. 6 (1907): ULMl<R; Gen. Ins., LX, p. 23, pl. XXIX fig 1 (1907): 

ULM.hR; Si¥田wa田.Deutsch!., V/Vf, p・72(1909): MATSUMURA; Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. 

Univ., IV, p. 15 (1911): NAKAHARA; Canad. Ent., XLV, p・325(1913): NAVAS; Rεv. R. Acad. 

Cienc. Ex., Fis. y Nat., Mad., XVIII,p. 161(1919): KUWAYAMA; Zool.Mag., （動物事雑誌〉

XXXIV, p・957(1922)・ 

.Eiolostop1omis me!a何日（neeMACLACHLAN) MATSUMURA; Thous. Ins Jap., I, P・ 166, pl. XII fig. 2 

(rgo4): MATSUMURA；メyst.Ent., I, p. 187, fig. 222 (1907）・

産 地

久春内、轟峠問 I平 2/VHI 1922 江崎悌三氏採（乾回）

貝塚（SolowiyofkaJ，池謹讃（αiips訓 j（接松村教授）

分布 樺太、 北海道、 朝鮮。 西比利亜。 北部欧洲。

高加索。

2. ウスイロ耳マヲトビケラ

NmnY>n.iααt'J'ata (GMELIN) (Fig IV) 

〈第 四 圃〉

,Phη-ganea afratci GMELIN; Syst. Nat., ed. XIII, p. 2634 (1788).' 
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Holostomis a!r.ゆ MAclAcHLAN;Jour. Linn. Soc., Zool., XI, p・104(1871):WALI.l!NGR凶； Kongl.

Sv. Vet. Akadern. Hand!., XXIV~10, p. 17 （瑚I).

λ匂 roniaatrata MAClACHLAN; Trichop. Eur. Fanna., p. 2P, pl. II (1874): ULMER; Coll. Zoo!. Edrn. 

Selys Longs., VI (1), p. 7 (1907): ULMER; Gen. It也， LX,p. 23 (I9a7J: KUWAYAMA; Zool 

Mag., XXXIV, p・957(•922）・

頭部、光津ゐゐ黒色にして、一般に毛少きも、嫡角間及

顔面に赤禍の毛叢を有す。頭頂は局平にして、 その中央 lこ細

小なるー縦溝ご深き横窪あり。阜眼は暗赤にして梢突出し、

複眼は乾田標本にゐりでは友褐色を呈す。樹角、前麹長の約

四分の三、黒色なれざも末端の二三節は微に友黒色を帯よ。

基節は大にして梢園味を帯び、第二節は衣節より太きも稿短

し。 この雨節にありては前方に陪禍縁を有し、一面に褐色の

短毛を疎生す。第三節以後は嬰同形そなすも漸次細小 L、 杢

面iこ同色の微毛主？疎生す。‘顔面の雨側及口音［5には金色の細毛

を有すO 口吻部寅褐、雨髪亦黄褐にして同色毛を疎生すO 小

限髪は雄にありでは第一節最も短〈、第二節より第四節に至

るに随ひ相願じて細長さなる。

雄にありでは第一節の短小な

るを除送、各節略等長なるも、

基節より末節 l二向 ο討すf失細ま

る。

前胸は漆黒色にして小さ

（、背面に二個の同色癌起あ

りて、之れより黄褐色の長毛

を射生すO 中、後胸は背腹共に

光津ゐる黒色。黄褐色の短毛

を疎生せり。

前麹、寧 ろ 細 長 lこして、

第四面 Fig.IV 
ウスイロゴマフトピケラ

九7. atrata 'I)' 

自然大
(natural size) 

原岡（original)

麹端はあまり突出せ今。外縁は緩かに閤弧をなすO 光津ある

乳白色にして、半透明、一面積、淡黄色を帯ぷ。之れに全面黒

褐色なる大小種々の斑紋ゐり。 その版、麹基黒褐仁して、前

縁に沿ひ横長 な る 大 理 約 六 個 を 排列し、後縁の中央に亦一個

の大斑あり。外縁にありでは各趨脈上に i於て縦玉置を存せり。

その他の部分にゐりてはー面不定なる小現を横列し、こは互に
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癒骨せるこさゐ与。麹艇は麹の地色さ同一なれぜも、斑紋の

存する部分はま証紋ご同色をなす。服相は他の類似種 Z略同様

じして、径版は麹端に近〈外方に向ひてー屈曲をなせり。中

室は稲 細長。第一服叉は基部より約三分の二の個蕗仁於て分

腕す。後麹は前麹ご同色なれざも稿淡〈、透明度大なら。前

雑に数個の小黒禍瑳ゐら。就中、直前擁！娠の麹端に接する部

分にゐるもの最大なり。 そ の後方、巾室端に於て同じ（ーの

黒褐瑳を有す。麹頂より外縁に渉り淡禍色帯ゐ h こは各脹

叉の中間及麹脈上に於て黒褐色斑をなし、濃淡相交互す。

前肢、基節より腿節に至る問は黒褐、腔節禍色、開節暗

褐にして、一面褐色の微毛を生令。距及爪は赤禍。中、後肢は

基節より腿節暗禍にして、特に後駿に・は腿節の内側後半に→

黄僚ゐら。腔節汚黄色なるもその基部暗褐、距、取j及 瓜 は 赤

禍。鮒簡は賠禍色なれ共末節に至るに｜誼ひ濃度を増す。

腹部は天鷲続放黒色にして、各節後縁は微に暗褐色を墨

すO

生殖器の構遣はカラフトプ？プトヒケラに類する慮ゐり。

雄にありでは第九節は甚 Tご狭けれぎも、 その中央部は積三角

形に突出す。紅上板（suranalplate, penis-cover）は極めて大にして、且

長ぐ‘看守下方に湾曲しで恰も短艇形をなすO 光 f畢ゐる暗黄褐

色にして、中央に黒褐色のー 龍骨を有すO 先端は軽〈園弧を

なす。下位附属物（inferiorappendages）はゐまり太から歩。暗黄褐

色に（して、下方より見るさきは内方に響曲しその先端尖ち、

且之れに淡色毛を生せ府り。 こはその上方 i二指形をなせる淡黄

色の細長なる分枝ありて、上内方に向ひ、側面より見るさき

はーの学園形を描〈。 この部分亦淡色毛を生今、。 ニれ等附属

物は何れも末節端に附着せるが、末節腹板は稿圃孤をなして

中央部突出し、 左右雨縁に三角形をなせる鋭歯ゐり、 この

鋭歯は下 位附 属物 の下 縁附 着勲に接せり。末節腹板の後縁及

鏡歯は党理ある赤禍にして、淡 色 毛 を 生 守 ち 。雌にあり τは

第八箇狭小。第九節は第八節に比し精度 L~ 雄 fAJ 幅狭 lo ニ

は色黄禍にして背方 l二二三の暗色瑳ゐり、中央にー縦溝を有

す。叉ニれに友黄色毛を密生せちo 側片黄禍にし τ虞（ 、左
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右より内部生殖器を包む、末節腹板はι庚（して舌獄、後』維は

固弧をなして、その部分暗禍色なり。

産地

f 宇

静． 長 15.0粍 17.0粍

嫡角長 18.0粍 18.0粍

前麹 長 22.0粍 25.0粍

前麹幅 8.5粍 9.~ 粍

後趨長 20.0粍 22.0粍

小沼 I Q 21/VII 1922 江崎悌三氏採（乾固〉

東白浦、小間寒問 IC、 S/VIII 1922 江崎悌三氏採（乾闇〉

分 布 樺太。 商比利亜。 北部欧洲。

本種は西比利班、北部験洲に分布せる種類なれざも、未

Tご本多I）に未記録のものなりし仁、本研究に於τ初めて南樺太

仁迄分布せるこごを確識せり O

本種は、その形態最もよ ＜ =z・ －？アトピケラ Neuron:'amelaleuccr 

MACLACHLAN に類似す。然れざも本種の麹の地色が帯黄色にして

斑紋亦黒褐色なること、後麹外縁 帯は淡色に Lて、而かも濃

淡 雨 部 分 を交互するニ言、南髪及脚の黄褐色なるニご等によ

りて、直仁雨者を識別し特ぺ〈、雌雄生殖器の構造亦彼我会

ぐ相異る。 カラプトゴマア 1・ピゲラにも幾分近似する慮ある

しこは銃に検 索i表に記したるが如き差違あり。又本種は之

れに比し形真に小なりごす。

3，カラフトアミメトビケラ

加 u1・01iiαdαtlwatα（KOLENATI)

OFgo.出 mな c!athra!a‘KmrnNATI; Ge弘 etSpec. Trichop., I, p. S岳（18~8）’： wALLENGREN ; Kongl~ 

Sv. Vet. Akadem. Hand!., XXIV-10, p. 19 (1891). 

Neuronia clathrata MACLACHLAN; Jour. Linn. Soc., Zool., XI, p. 105 (1871): MACLACHLAN; Trichop. 

Eur. J:o'a皿 a,p.18, pl. II(1S74): RusTocK; Neur. germ,p・24（~場邑＇） : u~.MER; C<1H. Zcol. EdlP-

Selysむmgs.,V'[ (1), p. 5 (•907): ULMER; Gen. Ins., LX, P'・ [23,(1907): UtMER; Siissw舗 L

Deutsch]., V/VI, p・71,fig. l14b (1909): MATSUMURA; JCJ町 Coll..Agr., Tohi.ku Imp. Univ,,. IV,. 

p. ti> (1911): NAKAHARA; .Canad. Ent., XLV,p・324(HlJ.3): KU¥VAYAMA; h鋪.Mag."'XXXIV .. 

'p. 95制珊2).
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産地 落合（G心inowr拙明｝〈嬢松村教授）

分布 樺太o 欧洲0 ', 

著者 未Tご甫樺太産の本種を検するを得十。

4. ヒメアミメト監ケラ

New 

Neuronia aficalis MATSUMURA; Thous. Ins. Jap., I,.p. 172, pl. XII fig. II (1904): MATSUMURA; 

Syst. Ent., I, p. 188，五g.224 (19<>7): MATSUMURA; Jour. Coll. Agr., Tohoku Iriip. -Univ., IV, p. 

15 (1911): NAKAHARA; Canad. Ent., XLV, p・325(1913): KUWAYAl¥IA; Zool. Mag., XXXl"V, 

｛ト p・958(1922）・

産 地

轟峠、異縫問 E'6' 2♀3/VIII 1922江崎悌三氏採（乾問、液浸）

落合（Galkinowraskoe)（接松村教授）

分布 樺太、 北海道。

... ~可ケラ属

Genus Ph'l'yganea, LINNE (1740) 

’本属は従来南樺太に知られたるものなかりしに、本研究

仁於て失の二種を敷ふ。

種の槍z 襲 袋

副 大形 種。後麹黒藍色にして外縁に近 〈 太 き ー 黄 帯 を 有 す0・

・ムラサキトピケラ Ph.regina M'L. 

:82 .fj、形種。後麹淡友色、宇，透明、外線微 tζ 淡黒色を帯ぷa…・

.. ，，イマタラトピケラ Ph.valia F. 

5.，ムラサキトピケラ

Pl11~yganea. 何例制（MACLACHLAN)

Rt10.胸，1iis'Maclt.k1clt.lani var. rt'g.'na MACLACHLAN; Jour; Llnn. S此， Zool.,XI,. p. 103 & 104・ (1871). 

Holostom1・s柑即 MATSUMl叫 1'ho田・ Ins.Jap., I, p, 165, pl. XII fig. I (190.f): MATSU~. URA;. Syst. 

Ent., ii p民 186,fi，｛.宮19,221 (19<>7）・

..N品開niaregina ・ULMER・; C岨.・Z<抽，1.f::Uin. Sdys Longs., VI ( 1), p. 6, fig. 1-3. tat. I, fig. I (1907j : 

ULMER; Gen. ll's., LX, P• 24, tu. XXIX五g・3（ゅ η： ULMER;Deutsch. ent. Zei帥 r.,.t対，
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p・339(1908): ULMER; 1. c., I9II, p・伊O(1911): NAKAHARA；ゐol.1Ma忌， XXV,p. 265, pl. VII 

fig・し I (1913); NAKAHARA; Canad. Ent., XLV,_p・ 323 (1913): NAVAS; Rev. R .. Aced. Cienc. El',. 

Fis. y Nat. Mad., XVII!, p. 161 (1919). 

Phてi:;-anear.ι＇gi11a KuwAYAMA; Zool. Mag., XXXIV, p. 958 (1922）・

産地

豊原 I字 23/VII 192.2 ' .. 江崎悌三氏採（乾国）

分布 樺太、 北海道、 本州、 肇構0 ・支那。 印度。

本積は北海道及本州に普通種なるに拘ら子、従来南樺太

lこ知られざりしも、今や同地lこも分布せるこまの確識を得る

iこ至れれ

6. I' －｛マタヲトビケラ

Fh'l'ygα，1.C(t Vα＇＇＂＇αF  ABRICIUS (Fig. V) 

ぐ第 五 岡〕

cp，ルyga11Mτ・ariq;ataFouRCIWY; Ent. Par., II, p._357 (1785).' 

Phrygan~a i・ari.σ‘FABRicrus ; Ent. Sys¥., II, P・77(1793）’： BURMl!lSTER ;:Handb. Ent., II, p: 93'+ 
(x839): RA'.¥IBUR; Hist. Nat. Ins., Nevrop.,・ p. 471 (1842): MACLACHLAN; }our. Linn. Soc. Zool,, 

XI, p. 1c3 (1871): MACLACHLAN; Trichop. Eur. Fauna, p・宮4pl. III （】874): ROSTOCK; Neur. 

germ., p・23(1888): ULMER; Coll. Zoo!. Edm. Selys h噂.， VI (1), p・7(1907): ULMER; Gen. 

Ins., LX, p・宮5,taf. XXIX fig. 6 (1907): ULMER; Siisswass. Deut田bl.V/VI, p・74,fig. 118 c. d. 

一（1909):KuwAYAMA; Zool. Mag., XXXIV, p・959(1922）・

Daり’・stegiarnriegata WALLENGREN; Kongl. Sv. Vet. Akadem. Handl., XXIV-10, p. 24 (1891）・

頭部、黒褐色O 頭頂にーの亦褐縦篠：を有す。縦僚の雨側、

第五園 Fig. V. 

，、ィマタラトピケラ
Ph. varia.合

自 然 大

(Natural size) 

原岡（original)

後頭及顔面一面－I二友色の長毛を密生

す。車販赤色。複眼は黒色にして突出

す。嫡角、前麹長より長から令（標本 l二

あ bては先学折損して長さ明かなら

十）。その基範は長大にして黒色なれ

ざも、基部赤禍i二・して、又外方にー赤

禍僚を有す。其の他の環節は略同形、

全長の基半にある各節は陪黄禍色に

して、各ーの暗黒A色 環 を 有 L、先竿の

各節 lこあり τは、二の暗黒色環は横

がりで杢節、寧ゐ黒色を呈すふ一面騒
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黒色毛を密生せりo言口吻部は末端汚機黄色。雨髪暗黒褐。小

腰、髪第一節は極めて短かけれざも、第二乃至第四節は略等長、

第二節は他節に比し稿太し。

前胸、黄禍にして之れに友色の長毛を密生す。向二三の

黒色の長毛を交ゆ。中胸及後胸背は黒色を呈するも、雨胸の

小 楯板 は暗赤色を呈し、又中胸の楯板に各ーの暗赤縦保ゐし

この縦i僚、 中胸 lこ於ける小楯板及肩苦ISには友色の長毛を密生

しー叉少許の黒褐毛を交ゆ。

前麹、比較的短〈、麹端精尖る。地色友黄色にして、之

れ仁一面不定なる淡黒褐色の 網 目 朕 紋 を 密 布 す 。 随 ひ て 寧 Jう

会舘黒I味勝に見ゆ。稿不透明。一面に黒色、友色又は黄色の

短毛を密生せるが、第三第四 麹端室の基方及後縁に近き二三

脈上には特に黒毛を叢生せる一小部分あり O 第三及第六趨端

室に存する白紋は明瞭なり。服は褐色。径）阪は麹端 lこ近づきて

強（屈曲せり。中室稲長し。後麹、淡友色にして微に友黒色を

帯び、稿透明に近し。麹端よち外線に渉り淡黒色を以て縁取

らる＇~も、その内方の境界は明ちかならや。但し縁紋部及第
一麹端室に於ける隷部のー小黙は淡色にして地色を現はせり O

版画暗褐色O

前肢、；！，＇，；節より腿節に至る問濃黒禍、腔節は友褐にして

末端近（黒色環を装ひ、向外側に二 ,rJ、白瑳あり O 鮒節淡黄赤、

各節端は庚ぐ黒色環を装ふ。距及刺は赤禍。中肢にありでは

一様なる淡補色なれざも、鰹．節及樹節にありではその各節末

端にー黒色 環 を 装 ふo 向腿節にゐりでは不定の黒斑を有す。

距及刺は赤禍。刺は比較的長〈且多数なり。後肢は一様なる

お黄色に して、附節の各節に黒色環を襲ふも淡（して明瞭な

ら令。距及車j亦前中肢さ同様。瓜は各肢赤禍なり 0

．腹部、背板票褐色なるも、各節後藤は友褐色を呈す。腹

板は黄褐色にして各1節の後藤は庚（友黄色をなすO 一面禍色

毛を疎生するも第八節にありでは他節よりも稿多毛なり。第

丸節背板は大にして、扇平に突出し中央線は僅かに窪む。叉

Jをの遺縁の中央は深〈事！れ？とり。 ζ は光樺ゐる黄禍色なれざ

も遠藤部は赤楊色、之れに暗黄色の甚だ長き縁毛を密生し、向
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続毛の附着黙はーの頼粒をなせり。匹上板は縁毛下に蔽はれ、

園筒形の輸ごな bて突出す。色淡買なれ共生端部稿濃い斜

に裁断獄 tこ経る。腹部末節の側方柏、上方に赤褐色の上位附属

物を有するも、ニは極めて小なり。下位附属物は甚 Tご畏〈し

て上方に向ひこは二分岐し4 基方より汚黄色の長毛を密生せ

り。分岐は 側 面 よ り 見 る さ き は 略平行すo その下位なるは稿

短〈、濃赤禍にして、精内方に向ひ、特に先端部は内方は屈

曲して末端尖 れ b。その土位なるは前者に比して遁かに細長、

略庇上突起さ 等 長 に し て 内 方 に 轡曲せりo その色先津ゐる赤

禍 lこして、先竿黒色、友黄色の細毛を密生せり。腹部末節の

腹板は稿延長して、下位附属物の中聞に於てーの三角都を形

成す。

産地

韓 長

前遡長

前麹 幅

後麹長

l2.0粍

15.o粍

5.5粍
12.0粍

豊原 r ·~ 2・stvn 1922 江崎悌三氏採（乾固）

分 布 樺太o 全欧洲。

本種は従来本多rsに末記録にして、本研究に於て之れが南

樺太に産するこ芭を紹介するものなり。而して本種は既仁 MAC-

LACI王LAN(16), ULMER (64）雨氏の遮ぺたるが如い験洲に弘〈分布

して而かも商比利亜に未 t~殺見せられざる種なるが、かの欧測
より西比事i~に捗りて分布せる Pk. obso!eta HAG闘を接見せすーし

て、却て本種を南樺太に得たるは 昆 轟 地 理 串 上 注 目 に 債 すo

本種は Ph.obso!eta HAGEN に酷似するし本種の後麹外縁に

濃色帯を有するこさ、前麹に存する白斑の顕著なるこ芝、雄

腹部第九節背板の長〈延長せるこさ （Pk.obso!etaにありでは之

れを殆吉会（検知す〉等を以てその直別すぺき主なる特徴ご

す。尚本邦産積たるヲン ・-'f: ントピゲラ Pk.sor.必laMACLACHLAN又

はセジロクン 毛 シ ト ピ ケ ラ P/z.ulmerina NAv..¥sに類似する蕗ある

も、前麹ま証紋・は本種にゐ bてはこれ等二種の如〈濃色なもする、

延麹形も細長なら 5れば、容易 i二区別するこさを得ぺしs
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割石輩科 Fam. Limnopbilidmι ＇.： . 

本邦産本科の既知種は七属に含まるるが、従来南樺太の

ものは僅かじ松村教授（ I9）が一種を報告せられ”？とる tこ止るo・

然る l二著者はこの他に更に四種を迫加し得たるが、こは－何れ

も本邦に既知のものなら。

属の犠襲表、

at 後遡の中室ば開＜ 0・・ H ・H ・.!Iロバネトピケラ属新穂 l'tlOropsycheB°AN回 e

lb 後麹の中笠は閉づo " , 

，＿.鼻

bt 距は I-2-2・…－－・H ・H ・－一－・…...・H ・－－…＊ !I JI-トピケラ嵐Nothop&yt'.he BAN日’

bi1 艇は 1-3-4

CL 前週外縁は強｛割れて波飲を皐す0・H ・H ・－－…....・H ・....・H ・・・・・・・・・・・・・・・・H ・－－…

.... x,グリトピケラ属 .GlyphotaliusSTEPHFNS 

Ci1 前麹外線は強〈碗らるるととなし。外裁は震直なるか、弓形に縄

曲せるか、又は麹百日t脈の部分のみ僅かに鑑みたり。

dt 後麹タト稼は先端 tこ近〈一回健かにうねる。

e，後麹第一麹端脈は遡の先端に近〈径脈と合同す章、か或は

之れと結び付けらる0 ・…・...・ H ・....・ H ・－－… H ・H ・.....・ H ・・・・・・.・・・・ H ・－－

・・・・・・・ H ・－スヂトピケラ麗E『阻otaiiliusBANKS 

a 後麹第一麹端腰元は筏艇に接することなし0・・・…H ・H ・－－－
... 7 ...... ＂＇信号昆 n.. ぬ.；..~ιデ弓宙 KoI.ENATI

d宮後麹外稼は直線的にしてうねるととなしo・・:
e1前麹は精細長にして麹端は婦に横断放を曇し闘からずoT

－…・キリバネトピケラ属 LimnophilusLEAcH , 

u 前麹は庚〈、麹端は多少強〈関弧をなす0・・・・・

….. Sten()phylax KoLENATr 

Z タ リ ト 巨ケヲ属
Lゐ

Genus GlyIJhO初 e.l.iusSTEPl!ENS (1837) 
' .. 

7. .:c タリト~.ケラ－

GlYl’lwtuelius ・aノd制。開usMAcLA.~HLAN 

Gly_photaeli師 ad＂脚 nus‘MACLACI王LAN;Trans'._ Ent. Soc. Lond., (3) V, p・250（揃6)':MA l SUMURA; 

• Th雌.Ins. Jap., I, p. 167, pl. XII fig; 4'"(1904): ltlATSUMURA; Syst. Ent;, i, p. 189, fig：量生5

｛蜘す）：’ ULMER;Coll. Zool. Edm. Selys ・Longs.,: VI （り， P・ 爪 fig.:24;・::zs；・ taf."I＇.均.4（中，，f_;



A Col!TRIBUTION To THE K"NoWLEoGR oi-'' TftE ぬliROPTERous.INsECi:s;oFSo:JTH SA~HALIEN. i 3 ( 

UUIER ; Gen. Ins. LX, p・40( 1907) : UI.M！＞旦； Deutsch. ent. Zeitschr., igoS, p・：340(190.S); NA-

KAI王ARA；ゐ~l. M持， XXVI,~·・ 344・ fig・ h 2 (1914) :・ NAKAl{ARA；白nad.Ent., XLVII,.p. go 

(1915); NAvAs; Rev. R. A・α吋.Cienc. Ex.,. -Fis. y .Nat., Mad. XVIII, p. 162 (1919）・

産地

豊 原 E平－ 24/VII I?22 江崎悌三氏採（乾固）

分布 樺太、 北海道、 本州 に九州。

本種は本邦 lこ比較的稀なら 5る種類なるし南樺太には

従来知られ~· ~しに、．今回江崎氏の好意により τ 同地にも産
するこごを知れり。

キJ リバネト区ケヲ周

Genus L・i・twnophUns LEACH (1815) 

南樺太産のものは松村博士が一種を報告せられたるも、

著者は却てこの種を見令し τ他の二種を検するこさを得たり。

これ等三種は次の如〈仁して直別し得ぺし。

種の鎗棄事提

a1前趨は黄色に し で 透 明 紋 を 宥 ナ0 ・・

．ウスバキトピケラ L.correptus M’L. 
ae前麹は褐色乃至暗褐色を曇ナ。

弘前麹友色にして一面に微小の褐色紋を散在ナ。ーニの透明紋を有

ず0・・H ・H ・...・H ・－…....・H ・......・H ・.：.…...・H ・－－－－－－ヒメモシトピクラ L.affi.nisCuR1'Is 

弘前趨暗褐、麹の中央に前総より後縁に穆る三角形の犬なる透明紋

あり。前縁亦透明な lJo・・・・....・H ・－－－アムールトピケラ L.amurensis ULM. 

8. ・1: J.毛ント監ケヲ

Limnophilus ・α',jfinis CURTIS 
1’I 

L抑制ipliil~附 ajfinis ‘αRTIS; Phil .. Mag., IV, P・ 123 ( 18刈’： MAcLACHLAN;Trichop. Eur. Fauna, p. 

82, pl. IXい876):ROST町 K.N凹 r・germ:,p・3Q(1888): WALLENGREN; K叫 I.Sv. Vet. Akadem. 

Handl., XXIV-10, p. 54 (1891): MATSUMURA; Th叩 s.Ins. Jap., I, p. 170, pl. XII fig. 9 f1旬•4):

MATSUMURA; .Syst. Ent., _I, p. igq, (1907): UI.MER; Coll.・. Zool. Edm. Sel戸 Iρ略s.,.VI (1), p. 

19 （耶 7):ULMER；白n.Ins., i,x p・43(1907): Ur.MER; Siis阿倍.s.Deut叫 l.,v iVI, P・ 134, fig. 

212 (1伊g):MA百四URA;Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. Unlv., IV, p. '16 (1911): NAKAHARA; 

品。.1・Mag.,・ xxvr, p. ・ 3s1 6914）ζNAKA白ARA·~ t組組.Ent.; ・xLViI; p. 94 (i915): NAvお； Rev. 

R. A•伺d. Cie皿.Ex., Fis. y Nat., Mad., XVIII, p. 162 (1919） ・ ：t. . 
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産 地 富内（Tonnaitcha) （接松村敬授）

分・布 樺太、北海道、本州、四囲。西比利頭。杢欧洲。

著者未 Tご樺太産のものを検するを得令、0

9. 7ムールトピケラ

E似事YJWpltilusα制 ti附鵠sisULMER 

Limnophihts amu町 nsis•ULMER ; Stett. ent. Zeit. LXVI, ,p. 8, ta仁 I,fig. 4, 5 (19<.>5）’： ULMER; Coll. 

Zoo!. Edm. Selys Iρngs., VI (1) p. 19, fig. 28, 29, taf. I fig・5(19<>7): ULMl!:R; Gen Ins. LX, 

p・43・taf.XXXI fig. 9 (1907): ULMER; Deutsch. ent. Zeitschr., 1908, p・341(1908): NAKAHARA; 

あ ol.Mag., XXVI, p・350,fig. 12 (1914): NAKAHARA; Canad. Ent., XLVII, p・94(1915): NAYAS; 

Rev. R. Acad. Cienc. Ex., Fis. y. Nat., Mad., XVIII, p. 163 (1919). 

産地

豊 原 I小 I♀ 23-26/VII1922 江崎悌三氏採（液浸、乾回）

I平 IO/!X 1922 鹿野忠雄氏採（乾固）

分布 樺太、 北海道、 本弁！。 西比利到。

本種は従来本邦に於ては北海道にのみ知られたるものな

るが、南樺太にも分布せるこさを知る。向著者は竹内吉蔵氏

の好意により同氏採集に係る本州産（湯本、一九一八年六月六

日）のー標本を有す。

10. ウスバ キ ト ピ ケ ラ

Li・mnophilus cm•J-eptus MACLACHLAN 

Limnophilus corrてptusMACLACHLAN; Trichop. Eur. Fauna., Suppl. II, p. 18, pl. LUI (188o): MA-

TSUMURA; Thous. Ins. Jap.~ I, p. 11.r, pl. XII fig，・ IO(1904): MATSUMURA; Syst. Ent., I, p. 

190, fig・227(1907): ULMER; Coll. Zool. Edm. Selys. Longs., VI (1), p. 18 (1907): ULMER; 

Gen. Ins., LX, p・42,45 (1907): ULMER; Deutsch. ent. Zeitschr., 1908 p・341(1908): NAKAHARA; 

Zool. Magゅ XXVI,p・3・50(1914): NAKAHARA; Canad. Ent., XL VII, p・勾（宜供5.J:NAVAS; Rev. 

EしAead.Cienc. Ex., Fi此 y.Nat., Mad. XVIU, p. 162 (1919）・

量地

豊原 I合 10/lX 1922 鹿野忠雄氏採〈乾問）

分 事 樺太、 北海道、， 四図。 商比利盟。 支那。

本種の南樺太に産するこさは本研究の報告を以て鳴矢さ

なす。
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＊タ，／.：晶ト～~~争・＂.号属 F

Gearis .Noth<>psl/!)he BANKS ( 19o6) 

11. ト·~·＇｛ロ a ト·~ケヲー

-Nothapsycbe j>allipes BA?ltKs 

助成opsyckepa仰向 BANKS; Proc. Ent. Soc, W：田；h.,VII, p .. ,JOjj¥, pl. Ill fig. I (1906): MATSUMU・

RA; Syst. Ent., I, p. igo (1907): ULMER; Coll. Z0ol. Edm, Selys Longs., VI (1 ), p. 29, fig・49,

50 (1907): ULMER; Gen. Ins, LX, p. 70 (1907): ULMER; Deu包ch.Zeitschr,, 1908, p・341(1908): 

NA~A臥RA; Zool. Mag, XXVI, p・355(19叫： NAKAHARA;Can必.Ent., XLVII, p. 95 (1915）・

産地

喜美内 I ♀ I 1/VIII 19.22 江崎悌三氏採（乾固）

分布 樺太、 北海道、 本州。

商樺太に得？とる前記標本は内地産のものじ比し遁かに大

形（腫長一六粍、前麹長二四粍〉なれざも、其の他の特徴に於て

は別種さすぺき差異を認め子。本種も亦従来同地 lこ記録せら

れたるこさなきものなり。

衣に託す三科三種は共に松村教授（19）によりて甫樺太 l二

産するニ Zを報告；せιれ花るもへのなれ共、ァ不幸にして著者未

t：： これ等を検することを得ぎるものな b。

毛右賓科 Fam. Sericostomatidre 

リタヴタス嵐

Genus Lithax MACLACHLAN (1876) 

12. ヒゲ？トキト広ケヲ

Lithαx k<lllv:ifutonis MAT?UMURA. 

Lithax karajulonis MATSUMURA; Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. Univ., IV, p・16 （山 l）・

産地 池謹讃（白ip拙 i) （援強特教授）

分 寄 樺太。

原記載によ b考察すればヒググトトピケラ新稼Goera 片ヨ~onica.

BANKS （本州産）に甚 fごよぐ類似せる種な b。

崎通，
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長角石軍科一 Fam. Lep加僧ridre

ヲロヒゲ十ガト・＇ lt;・,1ケラ属

Genus Mystacides LATREILLE (1825) 

13. タロヒゲナガトピケヲ

Mystac似 esni伊•a (LINN孟）

•Pkryganea nip官 LI~N企； F：出naSuec., ed. I, p. 225 (1746) 

め・st.配地時四 RAMBUR;His~， Nat. Ins., Nevrop. p. 5口（1842)

Mys均cia告stiigra MAcLACf王LAN;Trichop. Eur. Fauna, p・314,pl. XXXIV (1877): RosTOC:K; Ne叫

germ., p. 67 (1888): WALLENGREN; Kong!. Sv. Vet. Akadem. Hand!., XXIV-10, p. 128.(xSH): 

ULM)l:R; Coll. Zool. Edm. Selys. Longs., VI (1), p・46(1907): ULMER; Gen. IDs., LX, p. 139 

(1907): ULMER: Siisswass. Deutsch!., V/VI, p. 95, fig. 156 (I9o9); MATSUMURA; Jour. Coll. Agr., 

Tohoku Imp. Univ., IV, p. 17 (19n）・

λ1'ystacides ater BURMEISTER; Ha吋 .b.Ent. II, p. 917 (1839). 

産地 池謹讃（Chi阿 ni) （接松村教授）

分布 樺太。 西比利亜。 欧洲。 北亜米利加。

細麹石蜜科 Fam. 班。lannid自e 

＊リバ皐ト ビ ケ ラ 属

Genus Molan:側 CURTIS(I 834) 

14. ＊リバ 皐トビケラ

Molα鈍・：nα量noestαBANltS

Mo!anna moesta BANKS; Proc. Ent. Soc. Wash., VII, p. no, pl. III fig. 5, 6 (1906): ULMER; Gen. 

Ins., LX, p. 150 (1907): ULMER; Dent凶.ent. Zei包chi'.,lgo8, p・350(190勾： MATSUMURA;Jo肌

Coll. Agr., Tohoku Imp. Univ, IV, p. 17 (19u). 

産地

分布

池遺讃（Chipsani) （棲松村敬授〉

樺太、 本州。

RESUME 

Prior to the publication of the “Erster Beitrag zur lnsekten-Fauna von 

Sachali~＇’ by Prof. MATSUMURA (z9戸 in 1911, as far. as I am aware, anyone 

a) Refi町・enceis made by number (italic) to“Literature cited.” 
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of・ the species of neuropterous insects, viz., Megaloptera, Planipennia, Meco-

ptera and Trichoptera, was not. recorded from South Saghalien. In the work 

above mentioned, thirteen平ecies,belonging to; nine genera under nine fami-

lies, were enumerated, and five of them were new to science. In the next 

year, Prof. NAVAS (39) recorded the distribufio11 of tbe Siberian alder-fly, 

Sialt"s sibirica M’L., to the region just referred tO・ Andthen Drs. M1v AKE 

(20), OKAMOTO (49, JI, 53, 54), and NAKAHARA (25, 27, 28, 30, 35) have referred 

some of them in their contributions, but no more add己d. In the last few 

years I have endeavoured to obtain some neuropterous sp民 imens合omSouth 

Saghalien with great interest, and now can recognize twenty-five species as 

occurring in the same region. These specimens were collected in 1919 by 

Mr. E. lzAWA, in 1921 by the author, and in 1922 by Messrs. T. EsAKI and 

T. KANO. Although I recognize that it does not cover two-thirds of the 

sp田 iesto be found in South Saghalien, I presented a synopsis for the benefits 

of future studies. As this, in the synoptic tables I have included some 

families and genera not yet recorded from there, but in some other regions 

of the Japanese Empire. 

Here, let・ me follow the list of species treated in this paper, showing 

their geographic distribution. 

卜~ Reg加

Japan. 

同＆ 包。i i 1 i i ~ j J j 匂ecies. ~ 
，δ .ii 

M殴；ALOPTERA

S弘.lidm

I. Sia/is sibirica M’L. x x x 

Ra.phididm 

t2. Rapkidia xantk制抑aSc即 M. x x x 

勺. Inocel/ia trassicornis (SCHUM.) x x x x x x x 

PLANil'ENNIA 

Hemerabfidm 

器・4. Ni，角l{adeltoides (NAv.) x x x x 
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Species. !Jjl} i l i¥! lJ s 1 
x I x I x I 1 x 特5 Micro；.抑 制Snozノ的＇usNAv. 

Chrysopidre 

6. Nineta vittata (WEsM). 

7, Chrysopa intima M’L. 
8. Ch. sachalinensis MATS. 

t9.. Ch. septaザuntataWESM. 

suhsp. cognata M'L. 

Osmylidoo 

Io. Eososmylus ?? harmandius 

(NAv). 

MECOPTERA 

Panorpidre 

x x I x I X 

XIXIXIX  

x I x I x 

x I I X 

x I I X I X x 〉〈！ ｛｜白ina.. 
Cambodia. 

x I x I x ~x 

11. Pan押:fasachalinensis MATS. J 1 J x 
TRICHOPTE¥lA 

Phryganeidre 

12. Neuroni，け halaenoides(Lう

tx3・N.atmta (GMEL.) 

014. N. cltathrata (KoL・）

15. N. apic，α!is MATS. 

町 6. Phヮ-ganeaγ-egina(M'’L.) 
t17. Ph. vaタiaF品

Limnophilid~ 

逸品． G!yphotaeliusαdmo町 usM'L.

x I X I X I X x 1Caucasus. 

x I x l× 

x
 

x

x

 

x
 

x I x I x ｛｜出立x 

x x 

x I X l X x 

0r9. L加 nophilusnffinis CURTIS I x I x I x I X I X I X 

x I x I x I X *zo. L. m. 

発21. L. corr1タ＇fuSM’L. 
勢22. Nothopsyche pallipes DANKS 

Sericostomatidm 
023. よ劫axkamjutonis MATS. 

Leptoceridre 

024・ Mystacidesnigra (L.) 

Molannidre 

025. Molanna moesta BANKS 

x China. 

)( 

x I x I x N. America 

)( x 

Total. 
ω｜ペヲi16 f 叫 131~1~r＝一一
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持 Hithertounknown from駒田thSaghaU伺， butrecorded from t~e 。therregions of J申聞．

t. Hitherto unknown .from South Saghallen，揖 well描 all.other l."egions of Japan (unr~or，ぬd

species to the Japan田efauna). 

。Accordingto Prof. MATSUMVR~・

From my studies, as勾 showingin the above table, twelve species. have 

been added to the neuropterous fauna of South Saghalien. Among the new-

ly added species, the four could be identified with species hitherto known 

outside of Japan, but from Europe or Siberia. 

Furter more, all the species listed above are interesting and worthy to 

mention, at least for their distribution. It is an interesting fact that the proper 

species of Saghalien are very few, namely only two, at present. However, 

all the species in the region just ref erred to can make into the following 

bundles by means of the range of geographic distribution, 

(I) Species distributed in Saghalien only 

( z) Species distributed from Europe or Siberia to Saghalien 

(3) Species distributed from Europe or Siberia to Japan 

proper through Saghalien 

(4) Species distributed from Japan proper to Saghalien 

Total 

2 

5

8

 

1

I

 

、aeE〉
‘
‘
電
J

、，P』

5

0

8

 
，
 ．
．．
 

25 

These data will give some valuable hints to the. geographic distributiori 

of insects in Japan, but further discussions on the・ su吋ectwill be postponed 

for the future study. 

December r922・

In the Ento；明。logicalLaboratory, 

Ho続α：idoAgricu！.加：ratE%p俳句te叫 Station,

Sa，持ore,Japan. 
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